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			◎諸願成就鈔
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			　日蓮大聖人　建長元年巳酉　御歳二十八御作
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			◎諸願成就鈔

			◇菩薩は三界の生死を出ずる人

			　日蓮大聖人に、諸願成就鈔という御書き物があります。

			　これは、菩薩が修行して仏となろうとする時に、必要な修行について書かれたものです。

			　菩薩とは、二種の生死を出（い）ずる人とも言われます。蓮祖も御修行中は、上行菩薩の再誕といわれ、菩薩として、二種の生死を出（い）でられたという伝承があります。二種の生死とは、父母の家を出（で）ることと、三界変易（へんにゃく）の生死の苦を出ることと、であります。

			　十六歳の時、父母の家を出て、十八歳の時、虚空蔵菩薩に祈り、智慧の宝珠を得て、三界の生死の苦を出（い）でたというのがそれに当ります。それから以後、上行菩薩としての修行に進まれたのでありますから、その御生涯は、六波羅蜜の御修行であったのでしょう。

			◇六波羅蜜のこと

			　六波羅蜜は、また、六度満行とも言われます。この内容を、大聖人の脱の妙法の立場に立って紹介しようと思います。

			　もともと、根本仏教とされている三蔵教の教えの中では、仏道を修行する機根は、声聞と縁覚と菩薩の三乗という、三種の衆生とされています。この三乗は、おのおの、根性が異なっているので、修行に、広と略、自行と化他の不同があるところから、声聞は四諦の法、縁覚は十二因縁、菩薩は六波羅蜜を修行するように、仏は教えられました。

			　この内、菩薩の修行とされる六波羅蜜とは、大智慧（自行）ともいわれ、また、人間の高い功徳（化他）を積む道とも説かれています。

			　菩薩は、初め功徳を積んで仏果を得るために、上に向っては、菩提を求め、下には衆生を教化するために、四弘誓願という大願を起します。つまり、志を立てて、その実際的方法を実行するに当って、六波羅蜜を修行するのであります。

			　菩薩は自行を修行すると共に、化他の救済もあわせ行うのであります。菩薩行には、化他が先で、自行が後というようなこととか、自行が先で化他が後というようなことではなく、自行はすなわち化他であることになります。

			　それが、すなわち、六波羅蜜の修行であります。六波羅蜜の修行をすることは、自然に自行を行うと共に、化他の救済を行うことになるのであります。それが、六波羅蜜の修行、諸願成就という言葉に含まれています。

			　菩薩が仏となるために修行する六波羅蜜とは、布施はらみつ、戒はらみつ、忍辱（忍）はらみつ、精進はらみつ、禅はらみつ、智慧はらみつ、の六つの修行であります。

			（一）布施（檀那）はらみつ

			　檀那（だんな）とは、インドの言葉で、布施と訳し、清心をもって、財とか教法を、普く人に施すことで、これは、自然に自分の物おしみを捨て、欲深な心を無くす修行となるのであります。

			　昔、釈迦仏が、釈迦菩薩といって、凡夫の時、仏果を得るため、菩薩の修行をしていた時のことであります。

			　その時、釈迦菩薩は、尸毘（しび）王という一国の王でありました。

			　尸毘王は、大変立派な人格の王で、衆生をあわれむことは、父母が、その子を思うようでありました。

			　王は、本当に清浄な心で、衆生に万宝を施す時は、ほんの一つの塵のかけらほども、惜しむ心はありませんでした。

			　ある時、帝釈天が、王の心を見極めたいと思い、毘首羯磨天（びしゅかつまてん）と相談して、互いに姿を変え、羯磨天は鳩となり、王の懐に飛びこみました。帝釈天の方は、鷹に変装して、尸毘王の前に飛び降りました。

			　鷹が王に申しますのには、「今日の食事のつもりで鳩を追って来ましたが、今、追い逃がしてしまいました。今見ると、王の懐の中に飛びこんだようです。その鳩を返してほしいのですが、如何なものでしょうか？」

			　王が、答えて言うには、「私は一切の生類を憐れんでいます。一切の衆生は、誰彼の区別や変頗（へんぱ）なく、慈悲を先とすることにしています。

			　むさぼりの心を止め、布施行を立前として、生類の生命を殺さぬことを修行しています。

			　ですから、生命あるものは、どのようなものでも殺したくはありません。鳩は私の懐に逃げこんだのですから、差し上げられません」

			　鷹が重ねて、申しますには、「私は生きている鳥ですから、食べないわけには行きません。今日の食はもう定まっているのに、食を奪われれば、飢え死なねばなりません。あなたが、全てのものに平等の慈悲を与える修行をしているなら、王は、私の飢えるのも、憐れまれる筈です」

			　その時、尸毘王は、大変慈悲深く、鳩の命を助け、鷹の飢えをも充たされようとして、自分の股の肉を切り割いて、鷹に与えました。鷹が再び言うには、「王の股の肉は少なくて、鳩の肉程もありません。鳩の肉と同じ程の肉を下さい」

			　そこで、尸毘王は、鳩と股の肉を秤に懸けて見ました処、不思義にも、鳩の方が重く、肉は軽いのです。王は、さらに、左右の股の肉を加えましたが、鳩の分量に届きません。

			　また、肘の肉を添えました。

			　こうして、背の肉、身体全部の肉を切って加えましたが、なお、肉は軽く、鳩の分量に届かないのです。

			　その時、鷹は、尸毘王を責めて、「あなたの肉はもう尽きてしまいましたが、鳩の分量に届きません。これでは、意味が無いから、もとの鳩を返して下さい」

			　王が答えていうには、私は、今、死んでも鳩を返すことは出来ません。と言いながら、己れの身体全体を、秤にかけようとした時、筋肉の力が尽きはてて、さかさまに、地に倒れ、うつ伏せになりました。

			　その時、王は、自ら責めて、「今の私の苦しみは、小さな塵よりも、少ないものであります。死して後の餓鬼道の苦しみは、無量百千万億で、須弥山の高さよりも、高いでありましょう。

			　これほどのことで、我が身を、痛いと思い惜しむことはありません」と言いながら、倒れ、伏しては、起き上がり、転び倒れては、また秤にしがみつきました。

			　こうして、その心は、ほんの塵程の後悔もすることはありませんでした。

			　その時、大地がにわかに震動して、天より種種の花が降りそそいだかと思うと、諸天が現われて、檀施の功徳を讃歎しました。

			　鷹は、もとの帝釈天となり、鳩は、毘首羯磨天と現われました。

			　帝釈天が、王に、「その疵は重く苦しいのではありませんか。今、檀施をしたことを、後悔していますか」

			　王は、答えました。「全く後悔していません。苦しみ、痛む思いはありません」

			　帝釈天が、また、「その証処は見えませんから、信用は出来ません」

			　王が、答えますには、「もし、私の言うことが、うそであるなら、私の疵は、治癒することはないでしょう。もし、本当に誓って、あやまりがなければ、疵は、平癒するでしょう」と誓いました。

			　この誓いをしている時、疵は、忽ちに平復し、直ちに、元の身のようになりました。

			　これを、釈迦菩薩の昔の檀ばらみつの修行というのであります。

			（二）戒（かい）（尸羅〔しら〕）はらみつ

			　昔、須陀摩（すだま）王という国王がいました。この王のまたの名を普明王（ふみょうおう）ともいいました。戒を守るために一生の間妄語しなかったといわれます。

			　ある時、城の外に遊覧するために車に乗って門を出ました。ところが、托鉢の沙門がやってまいりまして、普明王にこのように申し上げました。

			「私は大変飢え渇していて、命もあぶない程です。布施も戒律も同じように持っていらっしゃる大王様、どうぞ、私に食をお与え下さい」

			　普明王はこれに答えて、「私は既に王宮から出ている。王宮に帰ったら食を与えよう」と言って外に出ました。

			　遙かに遠い園林で心を楽しませて、遊び戯れていますと、鹿足（ろくそく）王が空から飛んで来て、普明王を召し取って、七重にかこいのある牢に押し入れて、前から召し取った九百九十九人の王が入れられている処に、一緒に放りこんでおきました。

			　こうして、普明王が入れられたので、千人になりました―、全部一緒に牢から出して首を切ろうとしました。

			　普明王はこれを聞いて大雨のような涙を流して悲しみなげきました。

			　鹿足王が、普明王を見て、

			「お前はクシャトリヤの種族であって、僧侶や王族等の中の身分の高いものである。何故、命をそのように惜しがるのであるか」と聞きました。

			　普明王は、

			「私は全く生命を惜しんでいるのではありません。ただ戒律を守ることが出来ないのを惜しんでいるのであります」と言って、さきほど城から出て来た時のことを、細かに話しました。

			「私は尸羅（しら）はらみつという戒律を守る修行をして、生れてから現在に至るまで一言も妄語したことがありません。

			　しかし、今朝、城を出る時、一人の沙門に、帰ったら施してあげようと話して来たばかりである。今、不幸にも捕われて、汝のために殺されてしまえば、命を無駄に落して、戒はらみつの誓願が破れてしまうのを悲しんでいるだけであって、ただ、命を惜しんで悲しんでいるのではないのです。妄語の罪をなげき悲しんでいるのであります」と答えました。

			　鹿足王は、普明王のこの言葉に感じ、かつ悦んで、

			「お前の言うことが本当であるなら、今から七日間の日時を与えるから、汝の言った言葉の通りにして来なさい」と申しました。

			　普明王は大変悦んで、再び王宮に帰って、百千万億人の人々に命じて、乞食（こっじき）の沙門を集めて、城内の宝の蔵を開き、七宝を施し与えました。こうして、布施はらみつの志を充分に怠ることなく施しました。

			　その後で、太子に国を譲り、位を与えて、七日目に鹿足王の許へ帰ろうとしました。

			　太子や、王姫を始めとして、その国の諸臣も万民も、大いに悲しんで、王の袂（たもと）に取りすがって、一人一人が涙を流して普明王に申しました。

			「私共が何も知らないで居た間に、鹿足王に王を奪われました。まだ、王は天命が尽きてしまわれなかった証拠に、今、城にお帰りになりました。

			　軍隊をここに集めて、城を守り、私共全てが力をあわせ、命を捨てて王をお守りすれば、恐れることはない筈です。王よ、どうぞ、安心して、城においでになって下さい」と申しました。

			　その時に普明王は、

			「私は正直の戒律を守りましたから、七日の寿命を延ばすことが出来たばかりでなく、思い通りの布施行も思い残すところなく成就することが出来ました。この上はもう死ということを恐れる必要はありません。天の冥々の守護をも感謝することなく、不妄語の戒律を破ることは出来ません。正直は上天に昇る橋であり、妄語は三途に落ちる因をつくるのであります」と言って、鹿足王の許へ帰って行きました。

			　鹿足王は遙かにこれを見て、讃めたたえました。

			「汝は私に約束した通りに七日の中に私の許に帰って来た。生きているものが命を惜しむのは当然のことである。それにもかかわらず、汝は命をかえりみず、正直を守り通して私の許に帰って来た。汝の心は最高の宝である。汝は本当の善者である。我は汝の功にはるかに劣っている。汝は我が善智識である。汝を殺すことはやめよう」といい、普明王の正直に感激し、鹿足王は邪見を改め、急に先罪を悔いて、正心に帰り、普明王一人を許したばかりでなく、前から牢に入れていた九百九十九人の諸王を皆悉く許したのであります。

			　その時、諸王は大いに歓喜して、普明王を讃めたえて、

			「誠に立派な普明王よ、あなた一人が、身命にかけて不妄語の戒律を守り通したために、私共一千人の王の生命が助けられたばかりでなく、邪見の鹿足王を改心させて、菩提心に進めることが出来ました。あなたは本当に私共の善友である」と口をそろえて申しました。

			　こうして、一千人の諸王は一緒に戒はらみつを持ち、菩提の道を進んだといいます。

			　これは、釈迦仏が菩薩の時の　尸羅（しら）はらみつの修行というのであります。

			（三）忍辱（にんにく）（羼提）はらみつ

			　この羼提（せんだい）はらみつというのは天竺（インド）の言葉であります。唐（中国）では忍辱（忍）はらみつと言います。

			　昔、忍辱（にんにく）という名の仙人がいました。たった独りで、林の中で忍ばらみつの修行をしていました。

			　その時、邪見で放逸な訶利（かり）大王という王様がいました。

			　この訶利大王が、ある時、夫人やおつきの侍女を連れて、園林の中で園遊会をしていました。

			　訶利王が遊びつかれて、暫らく樹下に睡りました。

			　その間に、夫人や侍女達は一緒に連れだって遙か遠くまで遊び歩き、林の奥まで、分け入った処が、一人の仙人が住んでいる処に出会いました。

			　見れば、その禅室の中に、多くの人が群集して、仙人はこの人々に種々の教えを説いていました。

			　その頃、訶利王は眠りから醒めて、夫人や侍女を呼びましたが、誰も見えないので、探しもとめている内に、くだんの仙人の室に行き当りました。

			　訶利王は、顔色を変えて大いに怒り、刀を抜いて駈け込み、お前は何者だ、といいました。

			　仙人は「私は忍辱仙人である」と答えました。王がまた仙人に「お前は何を仕事としているのか」と問いました。

			　仙人は「私は忍辱はらみつの修行をしているものである」と答えました。

			　王はまた「汝は欲界の煩悩を離れているか」と問いました。仙人はこれに答えて「私はまだ煩悩を離れ切ってはいない」と言いました。

			　訶利王は大変激怒して、汝が忍辱の修行をしているならば、臂（ひじ）を出して見よ、と言いました。

			　仙人は訶利王の言葉の通りに左の臂を差し出しました。王は、刀を持ってこの臂を切り落としました。

			　訶利王は重ねて問いました。汝は何の修行をしているのか。仙人は、また、同じように、忍ばらみつの修行をしている、と答えました。

			　王はまた、怒って右の臂を切り落としました。このようにして、耳も鼻も手も足も、次々に切り落としました。

			　仙人の手も足も耳も鼻も全部切られて、仙人の血が、地面に散乱する姿を見て、訶利王の怒りは漸くおさまりました。

			　仙人は王に、「私の胴体はまだ残っている。どうして、胴体も切らないのですか。私は、今、王の思いのままに切られ、私は怒る心も恨む心もありません。どうか、この仏縁によって、やがて、成仏する時、衆生を済度する始めに、先ず、最初に王を利益したいと思います。もし、私の心が本当の不妄語の誓でなければ、この疵（きず）は平癒することはないでしょう。もし、それが真実の願いであるならば、自然にもとの如くに、平癒するでしょう」と誓い終った時、仙人の疵は、もとのように平癒しました。

			　これは、釈迦仏が、菩薩行をしている時の忍ばらみつの修行というのであります。

			（四）精進（毘梨耶〔びりや〕）はらみつ

			　毘梨耶は、もとは梵語です。唐では、精進と訳します。喜んで、善道を勉励し、すこしも、怠けないことで、怠け心をいましめ、精進する修行であります。

			　どんな、ほんの少しの善い行いでも、ほんの、一秒の間も怠けずに、常に心を励まして、勇猛精進する修行で、これは、自然に、自分の怠け心を治療することになり、それが、同時に、世のため、人のためになる修行であります。

			　自己の念力を暫らくも中断することなく、続行することを精進といいます。

			　昔の人は、火を起したい時、木や鉄の棒で石を錐（きり）のようにもんで燃やしましたが、火のおきない内に、途中でやめてしまえば、火はおこすことはできません。また、川のこちらの岸から、あちらの岸へ泳ぐのに、ほんの少しの間でも、手や足を休めれば、向こう岸に渡ることは、出来ないようなものです。

			　昔、波羅奈国に一人の太子がいました。大施太子と呼ばれていました。長い間、善い行いを続けましたので、善い功徳が、内心に充満していました。仏道を求める心も堅く、多くの人を救いたいと思い、衆生をあわれむことが深い太子でした。

			　常に、余暇があれば、山や河や海に遊びに出て、多くの人人が、動物の生命を殺す姿を見て、ますます、慈悲の心の深い人がらになっていきました。

			　或る時は、人が食べるために、生きた羊の血を絞ったり、また、肉を食べるために、生きた犬の皮を剥いだりしている姿を見ました。

			　その時、太子はこの人達に何のために、そのように動物の生命を殺すのであるかと質問を投げかけました。

			　その人達が答えるのに、これは、私達の衣と食と住まいのためですと答えました。太子はこれを聞いて泣き悲しみ、王宮に立ち帰り、自分が持っていた沢山の財宝を、多くの人に施し与えました。太子の宝を全部与え切って、今度は王さまの宝まで施させました。

			　この時、諸臣はおどろき騒いで、国王にこのことを申し上げました。しかし、太子は人人に財宝を施すことをやめようとはしませんでした。

			　とうとう、衆生を救いたいという一心から、全てを捨てて、竜宮城に出かけました。

			　太子は思うよう、私は海中に如意珠という無上の宝があると聞いている。この如意珠は沢山の宝を降らし、衆生の希いを満足させてくれる宝であると聞いている。竜宮城に出かけて行って、竜王から、この如意珠を受け取って、沢山の宝を衆生が満喫できるように施したいと思う。

			　独りの仙人と相談し合って、五百余人の伴のものを連れて、如意珠を求める船旅に出ました。

			　上手な船長に航海をまかせて、自分の命を捨てる気で、長い年月を経て、やっと竜宮の近くまで、たどりつきました。竜宮城のすばらしいことと言ったら、驚くばかりで、金の沙浜が続くかと思えば、峯の高い銀山が連なり、高貴な青蓮華の咲き匂う池の畔には、青毒の霊蛇が泳ぎ、擬宝珠を連ねた真紅の橋の下には、玉の竜が居た、というようでありました。

			　太子は、独り、目も醒めるような竜宮の門に進み、居並ぶ警護の竜衆に礼をして、城門から続く、立派な太鼓橋を渡り、多くの宝を、ちりばめた高楼のほとりに立って、善竜神たちに来意を詳細に告げました。

			　竜王はこれを聞いて、大変感銘し、本当に強い心力のあるものでなければ、このように竜宮城まで来ることはできる筈がない、と思い、早速、白女（はくじょ）太子を呼んで、委しく、ことの次第を聞かせました。

			　太子は白女太子に答えて言いました。「私は、中天竺の波羅奈国の王子であります。衆生の苦を救いたい一心で、精進はらみつの修行をしております。その念願かなって、やっと竜宮城にたどりつくことができました。

			　願わくは、如意宝珠を戴き、宝を衆生に施したいと思います」と。

			　竜王は、太子の衆生を救いたいと思う慈心に感激して、七日間、太子を泊めて、丁重にもてなし、その後、宝珠を太子に与え、本土に帰し奉りました。

			　太子は、この無価の宝を得て、心に深く、苦の衆生にこの宝を、必ず降らしてあげようと、心に深く、誓いました。

			　その時、大海に泳いでいた諸竜は、驚天動地して、竜王の前に群集し、大変なげき悲しんで、竜王に申し上げました。

			「如意宝珠は、竜宮第一の宝物です。

			我等にとっても、かけがえのない貴い宝物です。三千世界の中でも、これに過ぎる宝は無いと思います。

			　この宝を、竜宮から移して、どうして、人間の中に置くのですか」と。

			　こうして、諸竜は、この宝を取り戻そうとして、諸竜達は、人に変装して、太子の眠っているすきを見て、如意宝珠を取り返し、もとの竜殿に納めてしまいました。

			　太子は、眠りから醒めて、如意宝珠を探しましたが、ありません。

			　太子は、そこで、竜神の処置を推察して、心さわぎ、大海の辺に出て、諸竜達を呼び集めて、こう言いました。

			「あなた方は、本当に心の曲がった竜神達ですね。即刻、如意宝珠を返して下さい。

			　もし、返さなければ、忽ち、大海の水を汲みほして、竜宮を乾（ひ）ぼしにしてしまうから、そう思いなさい」

			　その時、海神達は、どっと笑って、太子を嘲（あざ）けり、「金山が朽（くさ）ったって、大海の水を汲みほすことなんか、至難な業だ。

			　天地が、全部、あなたの思いのままになったとしても、大海の水を乾してしまうことなんか、出来る筈がないでしょう。

			　何千億年汲み出したって、海の水が尽きることなど、考えられる筈がないですよ。

			　たとえ、この国の水を乾したとしても、その水をどこの国の海にあけるのだろうか？

			　何回、生れ変って来たって、この海の水を乾しあげることなんか出来やしませんや」

			　竜神達大衆の、団結しての反対にも、がんとして負けずに、太子は重ねていいました。

			　「生死の海の、はてしない苦は、尽すことは出来ない。しかし、私は、今、必ず、これを

			救い尽します。

			　無明の煩悩の迷いは、断ち尽し難い。しかし、私は、これを滅尽しよう。

			　無辺の衆生は、済度することはむずかしい。

			　しかし、私は、必ず済度し尽そう。

			　仏を求める道は、仲々得がたい。しかし、私は、必ず成就しよう。

			　まして、限りある海水を乾すことができない筈がない。我がこの骨と肉と生命は尽きても、この願力だけは、永遠に怠るまい」と誓ったのであります。

			　渚に立って、蛤の殻を手に持って、ただ、独りで、大海の水を汲みあげていました。

			　そうして、こう思いました。―たとえ、今生に、大海の水を汲み乾すことが出来なくても、生れ変り、死に変り、怠け心を捨てて、この海水を汲み尽さねばなるまい―

			　と、誓って七日の間、汲み続けました。

			　その時でした。梵天王と帝釈、自在天とか、太子が蛤の殻で、一心に、海水を汲み上げている姿を見て、その不屈の願力に感じ、歓喜し、我等も、太子に力を合わせて、助けてあげましょうといい、海辺におりて、太子を助けて、おのおの、海水を汲み上げました。

			　その時の光景といったら、全く素晴らしいものでした。三十三天、四天王、毘沙門天王等が先頭に立ち、海底深く、数千万粁、底の底の潮を汲み上げて、空の彼方の、遠い、遠い、空中に、ロケットの如く、海水を汲み上げては、娑婆世界の空の外へ、遠く、遠く、投げ上げました。

			　諸天は、空の端で、これを受け取り、娑婆世界の、大鉄圍山（だいてっちせん）を飛びこして、地球の外の無限の真空の中へとなげ捨て続けました。

			　このようにして、太子と天界、人間と天上界が、流れ作業を、繰り返し、続けましたから、たまりません。

			　さしもの、大海の潮も、半ば汲み乾して、竜宮も、次第に、むき出しになりました。

			　ここに至って、竜神達も、天を仰いで長歎息し、竜王も、大騒ぎをして、忽ち、宝珠を取り出し、再び、太子にお返ししました。

			　こうして、諸願を隅なく成就して、万宝を心ゆくまで、衆生に施した、といいます。

			　これを、釈迦仏が、菩薩の修行をなさった時の精進はらみつの修行というのであります。

			（五）禅（禅那〔ぜんな〕）はらみつ

			　静慮と訳して、精神を引きしめて、散乱心を止め、動揺させず、散乱心を破する修行であります。　　　　　　　　昔、坐禅入定（ざぜんにゅうじょう）の人がいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

			　尚閣梨（しょうじゃり）仙人といいました。

			　独りで、静かな室に入って、長い間、坐禅三昧に入って、心も身体も動かさず、数日の間、そのままでいました。

			　空を飛ぶ鳥が、これを見て、木の株だと思ったのです。ある日、二羽の雌雄の鳥が飛んで来て、彼の仙人のもとどりの中に巣をつくって、とうとう、卵をふかし、雛鳥を育てようとしました。

			　その時、仙人は入定から出て、思うには、もし、私が頭を振ったり、身を動かしたりすれば、卵が地面に落ちて割れるでしょうし、また、親鳥も飛んで来て、卵を温めないでしょう。このように思って、再び、もとの定に入りました。

			　それから、後、鳥の子は生長して、翼がはえて、雛鳥は、やがて、四方に飛び去りました。

			　これを禅ばらみつの修行というのであります。

			　自分が散乱心を止めることによって、他の鳥や人を救うことが出来る修行なのです。

			（六）智慧〔般若（はんにゃ）〕はらみつ

			　初めの般若はらみつは、菩薩はこれを修行して、内心を荘厳するといわれ、精神的修養の道、すなわち、自らの愚昧を取り除き、宇宙万法の実相を、自己の心内に磨き出す修行をするのであります。

			　この般若波羅蜜は智慧と訳され、最も大切な真実の智恵のことで、諸法実相をさとる智慧でもあります。つまり、宇宙とか世界の真実相をさとる智慧のことであります。

			　宇宙の真実の姿をさとるには、まず第一に愚痴の心を捨てる修行が大切であります。

			　人間はこの愚痴の心というのが、大きな障害になっています。

			　法華経の譬喩品には、とんびとふくろうとわしを慢心にたとえ、まむしとさそりとむかでを怒りの心に、いもりとげじげじといたちと二十日鼠を愚痴の心にたとえています。

			　いもりとげじげじ、いたちと二十日鼠等は、下へ下へと暗い所を求めて潜って行くのは、愚痴の心持、何事でも大処から見るということがなくて、小さい処ばかり見るし、大切なことを考えないで枝葉のことばかりを考えることに似ているからであります。

			　この愚痴の心が改められて行けば、諸法実相という仏の智慧が次第に現われて来るのは月が雲に覆われていても、次第に雲が吹き飛んで、真月が現われて来るようなものであります。

			　月は諸法実相の智慧であり、衆生の愚痴は、雲のようなものなのです。

			◎諸願成就の種熟脱益

			◇諸願成就の種と脱

			　日蓮大聖人の御遺文の中に、諸願成就鈔という御書がある。この御書は種脱の妙法について説かれているが、その内容を、わかりやすくと願って書き上げたが、それに当って、もっと普遍的に考えてみるために、少し述べたいと思う。

			　法華経に、本門と迹門の二門の教えがあるように、南無妙法蓮華経の妙法にも、種の妙法と脱の妙法という二種の妙法がある。

			◇種子と果実

			　これを柿の種子と果実とにたとえて見ることができる。種子は半分に切って見ても、中は真白で、何も見ることは出来ないが、春の初めに大地に蒔けば、蒔かれた種子は、春夏秋冬の四季の移り変りに従って、次第に生長して、やがて木の幹となり、枝が四方に広がり、さらに、葉が繁って、果実を結ぶ。この時の種子は、種の妙法に当る。果実は脱の妙法に当るのである。こうして、実った脱の妙法に当る果実は、大きなもの、小さなもの、虫に食われかけたもの、東の方の枝に実ったもの、西の方に実ったもの、日影に実ったもの等々と千差万別、数知れなくあり、また、さまざまの姿をしていて無量である。

			　しかし、これ等の無量の果実は、その果実の力で果実となったものではなく、その根源は、種子にあり、種子に内在するエネルギーであり、種子は太陽の光や水分や、各種の栄養分等の助縁によって、幹となり、枝となり、果実となるのである。果実となるのは種子の力といえるのである。

			◇光合成の原理

			　これを光合成（こうごうせい）の原理によって説明して見よう。ブドウ糖というものが、植物の葉の上で創り出されて、やがては果実となる過程を見ると、初め太陽の光を、クロロフィル即ち葉緑素を通過するようにすると、この光を受けた水、即ち、元素の化学記号〔H2O〕の酸素二粒子と水素一粒子は明反応を起して、酸素と水素に別々に分離するようになる。そして、酸素の二個の粒子は外部に放出される。

			　次に、残りの水素の粒子は、暗反応の光合成を行い〔ＣO2〕の炭素一個と酸素二個からなる二酸化炭素を外部から取り、クロロフィルの葉緑素を通過して来た太陽光線の力を受けて、炭素一個と酸素二個の〔ＣO2〕と結合して、ブドウ糖即ち水素一個と炭素一個と酸素二個〔HＣO2〕となるのである。このブドウ糖は、非情や有情の中の人間等の肉体を構成する細胞となるのである。植物の細胞や人間の細胞が次第に増殖して行くのは太陽のエネルギーがもとであり、水分や各種の栄養素や酵素等の助縁によるのである。

			　柿の果実は、鳥が飛んで来たり、その他のものが食べたり、人間が食べたり、自然の美しさを増したりして、多くの生類その他に利益を与えることが出来るが、それは、果実そのものの力ではなく、全てそのもとは、種子にあり、根にあると見るべきである。

			　このように、主として、エネルギーの根源へ根源へと向って追求して行く方を妙といい、反対に、エネルギーより、末へ末へと見る方を法といい、これは無量に拡散する妙法である。そして究極的には、この二つの妙と法は、一つのものであるとして、妙は即ち法であると見て妙法というのである。

			◇素粒子の世界

			　この妙のエネルギーの根源へ向って、どこまでも追求して行けば、遂には、このエネルギーの本源は、人間には感覚できない世界に突入して行くことになるのである。この人間には感覚できえないエネルギーの本源を妙といい、これを種の妙法と見、この本源のエネルギーが、現実世界に現われて来る方は、法の妙法であり、これは果実に当る妙法と見て、脱の妙法と名づけるのである。アインシュタインの相対性理論などによれば、宇宙は、今、はてしなき無限の虚空に向って拡大しつづけているとか。脱の妙法はかくの如きものであろうか。また、そこは、種即脱の世界、妙法一如の世界とも見られる。

			　それは、現代の原子物理学が、始めは人間に感覚でき得る水の一滴の細粒を研究して、水素原子二個と酸素原子一個を探り当てたが、これを、もっと細分して行くと、やがて、原子核という陽電荷を帯びた陽子核を中心として、数個乃至数十個ともいわれる複雑な負の電荷を帯びた陰電子が猛スピードで回転している電子の世界になり、さらに、この粒子に人工的に速度を与えて、標的に追突させて、一千万分の一にも細分すれば、陽子と陰電子と中性子の、いわゆる素粒子の世界になり、さらに、これを加速度装置にかけて、光の速度に近ずけて行き、一兆分の一にも細分すれば、ダウンクォークとアッブクォークが結び合った世界にまで追求できることまで明らかに研究され始めている。　この粒子の根源は妙であり、一個の水滴は法と見ることが出来るのである。このアップクォークは妙と見、ダウンクォークは法と見ることが出来はしないか。

			　しかし、そのような世界にまで突入すれば、もはや、人間の五官の感覚の及ぶ範囲ではないところまで近ずくのである。

			◇真如界と現象界

			　その根源においては、本来一つものであろうところの妙の原理をわざわざ、二種の妙法に分けて教えられたことは、人間は本来、この本源の真如界から、この現象界に生れた時から、次第に眼根等の六根、眼識等の六識の合わせて十二入の諸器官を型成しながら、外界の六塵（または六境）をも、身体の一部として、十八界の器官を完備しつつ、同時に、眼根や鼻根等その他の働きで、外界のものを体内に吸収しながら成長していって、自然の春夏秋冬の変換と同じように、幼年、青年、壮年、老年という生命の生死の変換を続けて、やがて、時来り、本来の真如界に帰着するという人間の構造を見極めた仏の慈悲心により、因と果、種と脱の二法に分けて教えられたものであろう。　　　　　　

			◇種脱の妙法と利益

			　また、別の例をとってみると、

			　自動車は、ハンドルとか、車体とか、エンジンとか、タイヤとか、その他無数の部品が和合して動くものであり、人がＡ地点からＢ地点に行きたいと思えば、車に乗って、エンジンを動かすことによって、タイヤが回転して、人はＡ地点からＢ地点に行くことができるのである。そして、人がＡ地点から、目的地のＢ地点に行けたということは、それだけの利益があったということになる。

			　この場合、タイヤがＡ地点からＢ地点に向って回転することがなければ、車体はＡ地点からＢ地点に行くことは出来ないし、人も目的の地点に行くことはできないのである。

			　しかも、車と車体とエンジンとハンドルが一連に接続していて、エンジンの力がタイヤに伝達されなければ、タイヤは動かないのである。この場合、実際にＡ地点からＢ地点に行く働きをしているのは、タイヤであり、人がＡ地点からＢ地点に行くことができるという利益を生み出しているのは、タイヤ自身である。しかし、これはタイヤ自身にその力があるのではなく、実際はエンジンの力による。しかも、エンジンの根源となるガソリソであり、ガソリンの持つエネルギーそのものによるものと見られる。

			　このような自動車について見ると、エンジンは種の妙法であり、タイヤは脱の妙法と見られるのである。また、エソジンの根源となっているエネルギーは、種の妙法であり、回転を続けているエンジンは脱の妙法であると見るのである。

			　今度は一羽の鳩に例を取って見ることにしよう。鳩はその翼でＣ地点からＤ地点へ飛んで行くことができるが、そのためには、両翼によって飛ぶことになる。

			　現実には、両翼によってＣ地点からＤ地点へ飛ぶのであるが、それは、只、翼で飛ぶのではない。その根源は心臓にある。この時、翼は脱の妙法であり、鳩の心臓は種の妙法であると共に、心臓を動かす根源のエネルギーは種の妙法であり、心臓は脱の妙法である。

			　また、同時に鳩がＣ地点から飛んで行こうと希望したＤ地点に飛べたことは、希望が満足されたことであって、利益を得たことになる。この時、Ｃ地点の益は種の益であり、Ｄ地点の益は脱の妙法の益であると見ることができるのである。

			◇人生と種脱の妙法

			　今度は人間の一生について見るとしよう。人間が生れて赤ん坊から、幼年期、青年期、壮年期、老年期を経て一生を終るのは、生れる時、母胎に宿った心識が、種々の助縁によって生長して、やがて老年期になったのであるが、この時の心識は種の妙法であり、老年期の色心の体は、脱の妙法と見られる。

			　この時、最初の心識の中には既に老年期の色心の体が内在しており、また、晩年の色心の体の中には、最初の心識が内在していると見れば、最初の心識は種の妙法であり、晩年の色心の体は脱の妙法である。

			　こうして、宇宙とか世界とか、人生万般に渡って見る時、全ては二種の妙法として見られるのである。

			◇種脱の妙法の根拠

			　日蓮大聖人の御書に説かれている教えにも、釈尊一代の教えに権実の二法があり、法華経にまた、本迹二つの妙法があって、迹門は主として、不変真如の理を説き、本門は主として、随縁真如の智を説かれているように、種の妙法を説明する部分と、脱の妙法を説明する部分の二種の妙法が説かれていることを理解して、御文を読んで行くことによって、矛盾なく読んだり理解したりすることに大いに役立ち、同時に信仰の上にも安心して生かす道が納得できるのである。

			　このように理解することによって、狭苦しい、なんとなく抗束され、抑圧されているような、窮屈な信仰から、急に広い広い大洋の中に出たような、明るい心を持てるようになったと、この教えを聞いた多くの人々の述懐である。この二種の妙法を良く表わしている二、三の実例を引き、あわせて御書の五大部の一に数えられている開目鈔から、この二種の根拠となる文証を引くことにしよう。

			　たとえば、大聖人は、諸宗を学んだ後、建長五年（一二五三）に清澄に帰り、三月二十八日早朝に南無妙法蓮華経と唱えたという伝承があるが、これは前述の説明を基礎とすると種の妙法に当り、次に一ヶ月後の四月二十八日に再び、清澄山頂で、南無妙法蓮華経と唱えたと伝えられているが、これは前述の意味における脱の妙法と見るのである。　また、弘安五年（一二八二）入滅の間近に、日蓮一期の弘法と釈尊五十年の説法という二箇の相承書を日興上人に与えられたと伝承され、現在はその真筆は失われて現存していないが、この二つの相承書を前述の意味の上に立って理解すると、単に財産相続とか、権威を相続したとか、型式的相伝の意味より、もっと深い日蓮大聖人の教えや広く仏教の教義の根底を相伝されたものとして理解されるのである。

			　この二つの相伝書の内、日蓮一期弘法付属書は、前述のたとえの種の妙法であり、釈尊五十年の説教は、脱の妙法の付属書と見ることができるのであり、また、御義口伝の「帰とは迹門不変真如の理に帰するなり。命とは本門随縁真如の智に命ずくなり。帰命とは南無妙法蓮華経これなり。釈にいわく随縁不変一念寂照」との文も理解されるのである。

			　前述の立場から、宇宙とか、世界とか、社会とか、人生百般に渡って、さまざまの立場から、浅い所から、より深いそれぞれの立場において、二種の妙法が理解されたと同様に、大聖人の教えも、また、それぞれの立場立場において、従浅至深（じゅうせんししん）即ち浅きより深きに至って、種の妙法があることがうかがえるのである。

			◇六波羅蜜は即南無妙法蓮華経

			　こうした多くの脱の妙法の精髄とも思われる釈尊五十年の説教の根底の修行の一つは、次第に修行を重ねて、九界の衆生の頂上まで登りつめた菩薩か、もう一歩進んで仏となるための修行である六波羅蜜（ろくはらみつ）である。この六波羅蜜とは六弊（ろっぺい）を伏滅して、諸法実相を覚る修行である。

			　日蓮大聖人は開目鈔で「六波羅蜜とは南無妙法蓮華経である」といわれている。つまり、六波羅蜜とは大曼茶羅の本尊であると説かれているのである。

			　今、開目鈔のこの部分を、そのまま現代訳して引証すると次のようである。

			　「涅槃経に薩とは具足という意味であると説かれているし、無依無得大乗四論玄義記に、沙とは訳して六という。乃至、吉蔵の書いた解訳には、沙とは訳して具足というというと述べている。

			　天台大師の玄義の八には、薩とは梵語で、ここでは妙と訳すのである。また、付法蔵の第十三番目の真言、華厳、諸宗の元祖、本地は法雲自在王如来の垂迹とされる、竜樹菩薩の書かれた大智度論千巻の肝心を説かれた言葉に、薩とは六なりと説かれている。

			　また妙法蓮華経の肝心の言葉の中に薩哩達磨（さっりだるま）という言葉があるが、この薩哩達磨というのは、正法という意味である。薩とは正という意味であり、正とは妙ということである。また、妙は正という意味である。正法華、妙法華がこれである。

			　また、この妙法蓮華経の上に南無の二字を置けば、南無妙法蓮華経となる。妙とは具足の意味であり、具とは互具であり、足とは満足の意である。六とは六度満行のことである。

			　法華経の方便品で諸（もろもろ）の菩薩が六度満行を具足することの出来る御法門をお教え下さいと願ったのはこれである。具とは十界互具、足とは一界に十界があるから、一つの界に他の界が全部具足していることである。即ち満足の意義である」と説かれている。

			　この文に明らかなように、大聖人の妙法においては、六度満行は脱の妙法であり、南無妙法蓮華経の本尊は、種の妙法であることが明らかである。

			　釈尊五十年の説教の精髄は六波羅蜜であり、日蓮大聖人の教えの根本は南無妙法蓮華経であり、この南無妙法蓮華経を開けば三大秘法であり、この三大秘法が全て含まれているのは南無妙法蓮華経であると説かれているのである。日蓮大聖人の開目鈔の教えからすれば、南無妙法蓮華経の大曼茶羅の本尊と釈尊の説かれた六度満行の修行の全体とは、内容的に全く同じものである。

			◇一言摂尽の勝劣修行

			　ただ、異なることは、釈尊五十年の教えは、三千年昔の上根上機の声門乗、縁覚乗等を主な対告衆（たいごうしゅう）として説かれた果実の内部に種を含めて説かれた妙法であり、日蓮大聖人が説かれた一言の妙法は、三千年後の末法の下根下機の衆生の凡夫を対象とした印度出現の釈尊の説かれた六波羅蜜の果実の功徳の全てを内部に含んだ種の妙法であるということになる。

			　この二種の妙法を、日蓮大聖人は、二箇の相承書として、日興上人に伝えられ、本門の妙法の弘通を遺命されたものと解せられる。

			　この意味の上から、大聖人の伝えられた二種の妙法の内、脱の妙法を表とし、種の妙法をその内部に含んだ教えが、諸願成就鈔であると言えるのである。

			　こうした意味の上から、諸願成就鈔を味読すると、単なる説話であるという領域を遙かに離れて、現代の精神生活の中に飛びこんで来る多くの意義を含んでいることに気づくのである。

			　諸願成就鈔は、大変面白い説話であるばかりではなく、五種の説話は、また、現代の人間の道徳や倫理、宗教の根源を教え、さらに、その根源の迷いを消滅させる道は、これ以外にはないことも理解される。つまり、真の世界平和とか、人類の平等の幸福というようなものも、この説話の中に含まれているのである。

			　しかし、これ等の一つでさえも、現代の私共が修行し尽すということは、仲々至難なことであって、長期間を必要とするであろうし、それは完成された一個の理想的果実とも言える。そこに、印度出現の釈尊の教えの中での菩薩修行たる六波羅蜜の修行は、歴劫修行と言われ、無限の長期間を経過しても尚困難であると教えられたのである。

			　しかし、その本源に次第にさかのぼって行けば、果実の功徳は種子にあるように、印度出現の釈尊の全ての教えである脱の妙法の無量の功徳は、無量義経の説法品に「無量義とは一法より生ず、一法とは無相なり、かくの如き無相は相なく、相ならず、相ならずして相なきを名づけて実相となす」と説かれているように、種の妙法の一法におさまるのであって、末法の下根下機の衆生は、この根本の南無妙法蓮華経の一法を信じて修行すれば、釈尊の因行果徳の六波羅蜜の功徳は、その中に含まれているのであると大聖人は教えられたのである。また、これを一言摂尽の勝劣修行の妙法とも教えられたのである。

			◇一言摂尽の口業は身業に移す

			　ここで良く考えて見れば、末代の下根下機の唱える一言に、全てを摂し尽された妙法の中には、六波羅蜜の因行果徳が含まれているということは、あたかも一個の種子の中に、やがて幹を生じ、枝を生じ、葉を生じ、花が咲き、果実が実る等の全てが内在するが、これをただちに半分に切って見ても、私共人間の眼には、只、真白な中味が見えるだけで、眼耳鼻舌身意等に感覚出来得るものは、そこにに何も無いということである。

			　これ等の中味のエネルギーや、その様々な作用や姿は、一個の種子が太陽の光や水分や各種の栄養分等の多くの助縁を得て、やがて芽を出し、幹や葉や花や果実として、私共の五根に感覚出来得る現象界の時間と空間の中に現われて来ないのと同様に、私共の唱える題目の種子の妙法に内在する六波羅蜜の因行果徳は、題目を唱えるという口業を繰り返すだけでは、種子を大地に蒔いただけで、芽が生長し始めないままのようなものであろう。

			　植物が只大地に蒔かれただけでは、生長する筈がないし、人間が産まれただけで成人する筈がないようなものである。

			　これは、只、単にこれを信じて、唱えさえすれば良いということではなく、南無妙法蓮華経と心に信じ、口に唱えるという意業と口業だけではなくて、身業にこれを移して行かねば、幹にも枝にも葉にも、花にも、果実にも、生長しないということである。南無妙法蓮華経と心に信じ、口に唱えると共に、六度の修行のどれかを我が身の上に実行し、眼根、耳根、鼻根、舌根、身根、意根の上に移し、実行しようと努力する因行の中に、この修行の功徳が現われて来ることがわかるのである。

			　それは、あたかも、大地に蒔かれた一個の種子が、太陽の光や水分や各種の栄養素の助縁を得て立派な果実を実らせるようなものなのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

			　根源の種子に内在する不変真如の浄分のエネルギーが、力強く発芽するのには、最初の一個の種子が、丈夫で健全である必要があるように、種の妙法は凡夫の意と口との心田に強く定着する必要があると共に、多くの害虫等にも侵害損傷されない必要があるから、意に信じた種の妙法は、外縁から保護されねばならぬように、常に口業に移して、意業を激励ずる必要がある。これが唱題功徳であろう。

			　それは、あたかもローソクに灯をともした時、炎が輝き出すと、この炎の熱は灯心を熱して炎の火勢を増し、ますます炎は燃え続け、炎が燃え続ければ、灯心はますます炎を燃えやすく、激励して、かくして相続し、ローソクは輝き続けるようなものである。

			　一言摂尽（いちごんしょうじん）の勝劣修行の妙法が、口業から身業に移されるということは、南無妙法蓮華経の不変真如の種の妙法が、末代凡夫の心田に定着し、やがて、それが、肉体の上にも及ぼされて表現され、現象世界の我等の五根や、意根の上に、感覚し得るものとして、外縁の随縁真如の森羅三千の万法の木や、草や、生類や、その他の個々の事物に内在する不変真如の浄分の助縁を得て、正因、了因、縁因の三仏性たる良因縁和合して行くことを意味している。

			　このような状態が、円満に進行することを、能生（のうしょう）、能養（のうよう）、能成（のうじょう）、能栄（のうえい）といって、能く生れ、能く養い、能く成長し、能く栄えるようにするのが仏の慈悲であると説かれている。

			　つまり、単にこれを信じて唱えさえすれば良いとか、数多くあげれば良いとか、題目さえ唱えれば祈りは叶えられぬことはないとかいうような単純な発想で、片付けることは出来ないことがわかるのである。

			　南無妙法蓮華経と心に信じ、口に唱えると共に、六度の修行のどれかを我が身に照して実行しようと努める因行、つまり、菩薩行の中に、この修行の功徳が含まれていることが理解されるのである。

			　それゆえに、六波羅蜜の別の名を四弘誓願と教えられている。四弘誓願とは、上求（じょうぐ）菩提、下化（げけ）衆生、つまり、未来に向かっては限りなく仏の智慧と仏の境界とを求め精進することを誓願し、この現世では、無量の煩悩は断尽し、無辺の迷える衆生を済度しようと誓願することであり、これらのどれかの一つを自分の願いとすることは、即ち六波羅蜜の修行をすることになり、この六波羅蜜のどれか一つの修行をすることは即ち南無妙法蓮華経の意業と口業を身業に移すことになるのである。能施太子が海辺に立って、蛤の殻を握って、四弘の誓いを立てたようにである。

			　これを一行一切行ともいい、半偈成道ともいい、その場、その場で得た功徳は、祈りとして叶えざるはなしとも、教えられたものである。

			◇種の妙法（本因妙の修行）は日日これ精進

			　要するに、末法の種の妙法の修行とは、男も女も善人も悪人もが、現在がどのような境遇のものであっても、そのものが、ひとたび上求菩提、下化衆生の誓願に眼ざめ、南無妙法蓮華経、刹那成道、半偈成道と信じ、口に唱えて、日々、月々、年々に六波羅蜜の六つの内のどれか、最も自己に身近な部分の六蔽（ろっぺい）を改めて善因縁に改変しようと努力し続けるところに、その場、その時々相応の祈りは叶えられると教えられている。

			　こうして、日々精進して良縁の徳を重ねて行く処に、種の妙法の修行と生活があり、種の妙法の仏、菩薩行位（ぎょうい）、本因妙位（ほんにんみょうい）の仏の眷属の修行があると教えられている。

			　日蓮大聖人は、法華経が末代の煩悩と、業と、苦の、三道に迷う衆生に最も必要な教えであり、さらに、末代の濁乱の時代にこそ、最もその真価を発揮する教えであることを学ばれて、それを覚った我が身が進んでこれを弘めるしかないということを心に定められ、法華経の勧持品の偈文の通りの法華経の行者であることを信じて、その御一生の修行があったのである。

			　末代の衆生は、この南無妙法蓮華経に含まれる不変真如、随縁真如の二種の妙法を、自行と化他に移して修行するところ、法身と般若と解脱の三徳を得る道が、開かれることを教えられたのである。

			◇大聖人の御文による功徳

			　以上のような観点から、説話諸願成就鈔を二読三読することによって、大聖人の教訓として、身近かなものとなって、理解出来るのである。

			　そしてまた、その心で、さきに刊行した日蓮大聖人の教訓三六五題を拝読する時、教訓に載せられている、わずか、三六五題の中においてすら、釈尊五十年の諸経の全ても、南無妙法蓮華経の種・脱二法の妙法の意義をも、明らかにされ、説明されていることを知るであろう。

			　四百余篇の広範囲の御文を、全巻通読する功徳よりも、その要粋を掲げた三六五題を精読する方が、より大きな功徳を得られるものなのであることを、確信するものである。

			　それは、法華経全巻通読する功徳と、ただ一言「南無妙法蓮華経」と唱える功徳とが、同じものであるということと、同じ意味である。

			　現代、ちまたに刊行されている諸宗教の教典、解釈書から、また、諸分科学等、万般の書籍や研究書、化学書、解説書、さては、ミリオンセラーなどといって、汗牛充棟（かんぎゅうじゅうとう）のたとえのように、膨大な書物が刊行されている。

			　これ等の書物を初めとして、さらに、釈尊五百余年の諸経、大蔵経所載の諸典籍及び大聖人の四百余篇の御文等に至るまで、これを通読して、理解するというようなことは、容易なことではない。

			　像法時代に法華経の広行である受持、読誦、解説（げせつ）、書写の五種の広行を行っても、功徳は次第に薄らいて行ったのと同じ結果になりはしないだろうか。

			　仏教の通則から見れば、法華経にしても、広・略・要の内には、要言の妙法を修行する時代と説かれている。

			　現代のように、時間と空間の距離が急速度にせばめられた時代には、時と場所を節約して、生活の上に、生かす智慧が必要であろう。

			　この説話諸願成就鈔の文底に、現代的に言えば、宇宙の本源のエネルギーともいうべき南無妙法蓮華経の種の妙法があり、この種の妙法は、すなわち、釈尊の六波羅蜜の中の心荘厳である般若波羅蜜であることを覚り、この根底の上に、肉体荘厳の五波羅蜜（五度）（菴羅果⑳号一八頁四信五品のこと参照）が、含まれていて、これは大聖人の脱の南無妙法蓮華経であるという理を把握し、この立場に立って四百余篇の御文を、一年、三百六十五日の種・脱・熟の功徳に要粋した大聖人の教訓三六五題と現代語三六五題を、あわせて対照して、繰り返して、読むことにより、大聖人御文も、身近なものとして、理解されるばかりでなく、多くの仏教古典や、その他万般の書籍の底意を、この義の上に立って、依義判文することによって、総合的な意味の位置づけも、出来るようになるであろう。

			　そして、我が世界観、人生観に対する意義や目標も定まることになるばかりでなく、子弟の教育の困難さが訴えられている今、この分野においても、良い啓蒙書となり、それぞれの立場で、おのが諸願を成就することができることは、疑いのないことであると信じるものである。

			　万般の書籍や研究書、科学や、化学の解説書等、諸宗教の経典、解説書等に至るまで、どれ一つとして、種の妙法の理解を深めるための参考とならないものはないのであると言える。

			◎日蓮を恋しくおわせば

			◇鷲の山風

			　たちわたる　身のうき雲も　晴れぬべし　絶えぬ御法（みのり）の　鷲のやま風

			　これは、日蓮大聖人が詞（うた）われたものであるといわれています。

			　立ちわたる身のうき雲といいますのは、空に浮いている雲と、いやな憂き苦しみという二つの意味が含まれています。つまり四辺いっぱいにいやな雲が浮いていて、自分の身の上に覆いかぶさっている。しかしそのいやな苦しみも、いつかは晴れわたることであろうという意味であります・

			　この「鷲」というのは、霊鷲山の「鷲」を意味します。即ち、仏様は霊鷲山で寿量品の中で、妙法の深い教えを説かれました。その教えが「鷲の山風」です。

			　鷲の山に吹いているような爽（さわ）やかな仏の教えが、絶えることなく、いつまでも続いているならば、自身の身の廻りいっぱいにたちこめている浮き雲も、やがては必ず晴れる時があるでしょうという意味であります。

			　このお詞（うた）には現代にあてはめて見ても、まことに深いお心持ちがこめられているように思います。　　　

			◇国府尼御前御返事

			　国府尼（こうのあま）御前御返事には、次のようにあります。

			　「阿仏房の尼御前（千日尼）から、三百文の御供養をお預りして、有難く頂戴しました。

			　法華経に御帰依の厚いお二人ですから、この手紙を他の人に読んでもらって、御一緒に御聞き下さい。

			　単衣（ひとえ）一揃、北海の国、佐渡の島から遠路はるばると、この甲斐の国・波木井の郷の内でも、人里離れた深山までお送り戴き、誠に有難うございます。

			　法華経の第四、法師品には「人がいて仏道を求めて、一劫という長い間、仏前に合掌し、無数の偈を唱えて、仏を讃める者があれば、量り知れない程の功徳があるが、末代に法華経を信じ持つ者を讃歎する功徳は、それにもましてはるかに勝れている」と説かれています。

			　この文は、本当のことであると、にわかに信じることは出来ませんが、仏の金言でありますから、疑うことは出来ません。

			　その上、天台宗の第六祖妙楽大師も、末法の法華経の行者を供養するものの福徳は、十号具足の如来を供養することより勝れているということを説いています。

			　日蓮程、世の中からひがまれたものはあまりありません。日本の歴史上、仏教が東伝して、欽明天皇から七百余年になりますが、その間に、世間のことでも、仏法上からでも、この日蓮程、多くの人々から怨まれ、敵視されたものはないでしょう。

			　昔、物部守屋が寺を焼いたり、治承四年源頼政の平家追討に呼応して、南都の東大寺興福寺の両寺が挙兵した時、平清盛が重衡（しげひら）に命じて、東大寺や興福寺を焼き払った時も、彼等の一族は、清盛をそれほど憎みはしませんでした。また、将門や安倍貞任（さだとう）が朝敵となったり、伝教大師が南都七大寺の僧達から怨まれましたが、日本国中の全ての僧尼や信士や信女から憎まれたわけではありません。

			　ところが、日蓮は、父母、兄弟、師匠、朋友、さらに上は、天皇から、下は万民に至るまで、全てのものから、父母の敵のように憎まれ、謀反（むほん）人や強盗にもまして、悪い人間のように怨まれているのであります。ある時は、数百人の者に悪口され、また、ある時は、数千人の者に取り囲まれて、刀で切られたり、杖で打たれる等の大難にあいました。

			　住む所は追われ、故郷からも追放され、その上、国主北条氏からは二度までも流罪を受ける身となりました。一度は伊豆の国へ、また再びは佐渡の国であります。このような有様ですから、自分の身体を守る食物も無く、身を包む粗末な着物もろくに着ることができないような状態です。

			　このようなことを考えて見ると、誠にみじめな境遇としか思われません。ことに、北海の孤島へ流された時などは、かの国の僧俗は鎌倉あたりの男女よりも、まだ増して怨嫉と危害を加えました。荒涼とした野原の中に捨て去られて省り見る人さえも居ないという有様でした。雪は容赦なく降り積って、寒さは肌を刺すし、僅かに草を摘んで露命をつなぐという有様でした。

			　中国の昔の話に、蘇武という人が、漢の武帝の時、匈奴に使者として行って、捕えられても、節を持して降伏せず、胡の国の北海無人の場所に追われ、十九年の久しい間、羊を飼って日を送り、野の鼠を取り、雪を食べて命をつないだという苦しみや、漢の武帝の臣の李陵が、匈奴を討とうとして捕われましたが、その命に従わず、北海の岩窟の中に六年の長い間、押し込められていたという苦しみも、今、自分の身に引き当てて見て、つくづく思い知ることができました。

			　このように、日蓮が苦難に値ったことも、別に我が身に罪科があって招いたことではなく、唯、日本国の一切衆生を救いたいと願ったために他ならないのであります。

			　このように、日本国の上をはじめとして、下々の万人に至るまで、日蓮を敵のごとく、怨したにもかかわらず、尼御前も入道殿も、私が佐渡にいた時は、人目を憚（はばか）って、夜中ひそかに食を届けられ、また、ある時は、国のお咎めさえも恐れずに、日蓮の身替わりになろうとまでなさった方々であります。それゆえ、佐渡の島は、つらい思い出ばかりの国でありましたが、許されて、鎌倉へ帰ることになった時は、剃り落して髪こそありませんでしたが、もし髪があったら後へ引かれ、足も前に出ないほどの名残り惜しさで、心は一杯でありました。

			　これは、どういう過去の因縁であったのかと、我ながら不思議に思われていましたのに、思いがけなくも、この度は、はるばるとこの深山まで、大切な夫、入道殿をお使いにお立てになったのは、誠に有難く思われて、夢ではないか、幻ではないかと疑われる程であります。

			　それにつけても、尼御前の御姿にお会いできないことは、本当に心残りでありますが、その厚いお志に深く感銘致します。日蓮を恋しくお思いになりました時は、何日も、日、月に我が姿を浮べる身でありますから、常に毎朝、東天に昇る太陽、タベに昇る月を拝されるが良いでしょう。また、来世には、霊山浄土でお目にかかりましょう。南無妙法蓮華経。

			◇二万人の日月燈明仏

			　さて、話は変りますが、法華経の序品には次のように説かれています。

			　限りない、遠い昔に、日月燈明仏という仏様がいられました。このお方は、日と月と燈明という虚空の中で、昼間では一番明るいものである太陽、夜の一番明るいものである月、また地球上で一番明るい燈明、この三つを合わせて、日月燈明仏といわれたものであります。

			　この様な仏様が居られたことが書かれており、序品はこの仏様のお話が、中心テーマになっています。仏の智慧は、日と月と燈明のように、一切の人の心を照らして、闇を除く力用（はたらき）があるということを言葉に表現すると、日月燈明仏となります。その仏はどの様な方かというと、何時もこの世に住んでおられ、智慧と実行が揃っているのであります。智慧が備わっていても、実行が伴わなければ駄目なのでありります。また、世間の順境にも逆境にも囚らわれず、他の人の境遇をよく理解でき、誤りなく人にものを教えられ、そして、人間界や世界の人々の師であります。また、宇宙万有の真の意味や、人生の本当の意味を悟った人が、日月燈明仏なのであります。

			◇三度の教え

			　その日月燈明仏がお話しになった教えは、初めと中と終りの三度でありました。言い換えれば、初善・中善・後善というのであります。善とは完全無欠ということで、円満にして欠けることがないということであります。今の言葉で言えば通俗ということであります。全てのものに通じるということであります。何時でも何処でも、どんな人にもわかるように教えるということを通俗というのであります。しかし、その説かれる内容は何時でも、完全無欠の深い悟りに基いて説くことが通俗ということなのであります。この日月燈明仏は、初めも中も終りも、完全無欠の深い悟りの立場に立って説かれました。

			　さて、初善・中善・後善とは、どういうことかといいますと、初め声聞を求める者のために、苦と集と滅と道という四諦の教えを説かれ、人生の生まれること、老いること、病となること、死滅ずることの苦から離れた境界に住めることのできる道を、教えられたのであります。

			　色は匂えど散りぬるを（諸行無常〔しょぎょうむじょう〕）、我が世誰ぞ常ならむ（是生滅法〔ぜしょうめっぽう〕）、有為の奥山今日越えて（生滅滅智〔しょうめつめっち〕）、浅き夢みじ酔ひもせず（寂滅為楽〔じゃくめついらく〕）。

			　これは、苦集滅道の意味を「いろは歌」に託して昔の人が上手に詠んだものです。この苦と集、滅と道は、原因と結果が反対になっていますが、苦の原因は集、滅の原因は道を修行するという意味であります。この四つの真実のことを、四諦と教えられました。人生の生まれること、老ゆること、病気になること、ついには死滅することの苦から離れることであります。

			　私共人生にとっては、そういう苦しみがあると思いこんでいます。しかし、この苦しみから離れた境界になれることを教えられたのが苦集滅道であります。それはどうしてかというと、私共は本当は苦ではないのに、そのものを苦と観じて、間違えて錯覚するからであります。その錯覚した心で誤って考えるから、この世は苦の世界と思えるが、仏の教え、仏の智慧から見れば、人生はあながち苦しみということではないというのが初めの教えであります。

			　次に中善とは何かといいますと、声聞よりは、やや勝れた　辟支仏（びゃくしぶつ）、独覚または、縁覚であります。この縁覚を求めるものに、十二因縁の法を説かれました（アンラカ④より⑧まで対訳十二因縁）。

			　十二因縁とは、無明・行・識・名色・六入・触・受・愛・取・有・生・老死のことで、それが十二の輪環をもって最初、無明からはじまると、終りは老死となるというのであります。人生は生まれる前のお腹の中に赤ちゃんでいる時から始まって、だんだんに生長し、青年になる。やがて壮年、そして老年になって死んで行く、というのが十二因縁です。これを順と逆とに観じるといって、最初順番に、無明から始まると一切が苦しみであり、流転（るてん）門といいます。

			　次にこれを逆観する、つまり、苦の死というのは何が原因かというと、苦の老（おとろ）えがあり、苦の生があるからであります。このように、次第にその苦の原因を求めて行くと、最後に無明というものが残ります。この無明は迷いであって実は無いものであると覚れば、全ての苦は消滅するのでありまして、これ還滅（げんめつ）門というのであります。

			　このように、最後の無明が苦の根本原因でありますが、これが事実上無いものであると知れば、苦は消滅してしまうと悟ることができるという教えであります。これをたとえますと、木が生長していますと、根の部分と花の咲いている先の部分とがあります。先端の方から、そのまた先端ばかり見ていると、全部苦しみの集まりです。先端からずっと根の方に戻って見ると、実はそうでない悟りの根源に戻る。こういうようになるのであります。

			　つまり一に戻るのであります。末の方へ行くと、広がりっぱなしになって細かくなって自分だけしか考えられなくなって来る。他のことなどは考えられなくなり、自己だけしか考えられなくなるのであります。そこに悩みが生じるのであります。苦しみになるばかりであります。もとへ戻って一になると、その一のところから宇宙のエネルギーの中に流れ込みますから、それは一つの流れに溶け込んでいきます。この一になるところを妙心というのであります。　これが十二因縁です。これを人生に当てはめると、生まれる前から無明・行・識・名色・六入・触・受・愛・取・有・生・老死と流転しますから、流転門というのでありますが、これが全部人間の苦しみになると観（み）るのは、観（み）かたが悪いのであります。

			　仏様の教えをちょうだいして、日月燈明仏の心をもって、その教えられた智慧によってこれを観察すれば、逆に悟りになるのです。それが第二番目の中善の教えであります。

			◇後善の教え（大乗）

			　後善には、菩薩を求める者に、六波羅蜜という修行を教えられました。パーラミタ（PＡrＡmitＡ）とも六度ともいいます。人は心の迷いを除くだけでは満足するものではありませんし、また衣食住が満足したというだけでは、本当には人は救われないものであります。心の満足や平安を求め、さらに生き甲斐のある生活を求めるということが人の心であります。宗教学的にいえば、人は小さな命から大きな祐（さち）を求めて拡大しつづけるのであります。こうした方法を教えるのが、仏教の中でも、大乗仏教という教えであります。大乗仏教の根底の一つは、六波羅蜜というところにあります。この六波羅蜜を言葉をかえていえば六度ともいいます。度は、わたるということで、普通、三水〔サンズイ〕をつけて渡と書きますが、仏教ではサンズイがない字です。六波羅蜜とか六度とか申しますと大変難しく聞えますが、要するに、私共が毎日生活している、標準モデルケースともいえます。仏の立場から見ますと、人間の日常生活をしていく上で、どんな生き方をするのが最も理想的な生き方であるか、すべての人類が本当の幸福の道に到達できる近道が何処にあるのかといえば、この六つを渡ればいいということになるのであります。この六つを渡らないと、人は間違ったように、ものを見る生活となるのであります。ばけものの正体見たり枯尾花（尾花はすすきのこと）ということわざがあります。暗いところで枯れすすきを見ると、見る方の心が化け物がでるのではないかというおびえた心で見ていると、それが化け物に見える。しかし化け物などはいるはずがないと覚れば、それは枯れすすきであることがわかるということを歌ったものです。人間は、初めから悪人であるとか、善人であるとか定まったものではなく、生まれつき善人であるという性善ということもないし、生まれつき悪人であるという性悪という説の両方共、仏教は取らないのであります。善とも悪とも定まらない無記というのが、人間の本来だとするのが、仏教の教えであります。はじめから悪人と決めてかかりますから、悪人となってしまうのであります。初めから悪人と決めてかかるから、悪人と見るし、悪人と見るから、悪人と思うのであります。悪人と思うから、悪の行いをして、自分が殴りかかったりなどするのであります。本当にその人は、悪人と定まっているのではないのに、悪人と間違ってみるから、悪と思い込むのであります。悪だと思い込むという錯覚が、悪人だからやっつけようと考える。悪だからやっつけようと間違って考えるから、やっつけるという自分の悪の行動を起して、実際にやってしまうという結果になるのであります。

			　そこまでは、一つの錯覚ですけれど、自分が手を出せば、それはもはや錯覚ではなくて、行いとなります。この行いのことを仏教では業というのであります。この手がよごれます。つまり六度というのは、人が迷いの人生の中を通り抜けて、よい境涯に渡っていくのに、最も必要な六つの規則を、仏法の根本である大乗仏教の立場から教えたものであり、全部の仏教というものは、ここに集結しております。この六つというのは、何かと申しますと、布施と持戒と忍辱と精進と禅定と智慧というのであります。布施（ふせ）波羅蜜、持戒（じかい）波羅蜜、忍辱（にんにく）波羅蜜、精進（しょうじん）波羅蜜、禅定（ぜんじょう）波羅蜜、智慧（ちえ）波羅蜜というのであります。

			　さて、この六つのうちの六番目の最後の智慧波羅蜜は、人間の精神を荘厳するのであります。それより前の五つは人間の肉体の荘厳をするのであります。

			◇一生学ばねばならぬ仏の智慧

			　人間として生まれて来たからには、一生の間いつまでも絶えることなく仏の智慧をみがかなければならないのであります。みがくためには学んでいかなければなりません。学ぶことを怠ってはならないというのが、一番大切な人生の問題です。智慧を磨くということを忘れるから、いろいろな不幸にあって、ものごとを間違って見たり考えたりする。　

			　相手がこうで、こっちがこうだと考えるから喧嘩がおこる。それが根本です。仏教の根本は、智慧を磨くということにあります。ほんの少しずつでも真の仏の教えを、生涯勉強しつづけて行かなければならないというのが、この六度の根本であります。人が不幸になるのも、その九九％は、その人に智慧がなかったという原因によるものであります。テレビのチャンネルを廻せば、いろいろな人達が不幸な目にあっていることが、よく紹介されています。これは、誰もが智慧がなかったということが、大きな原因の一つです。

			　さて六度の残りの五つのうち、その一つは禅定ということであります。現在のような忙しい世の中では、心を静めて、よくよく考えなければならないことが、大変多いのです。現在の傾向は、人の心が、みな外に向いてしまっていることが多いのであります。チェックインしなければならないのに、チェックアウトしてしまうことが多いのです。外ばかり見て、人間の心に内在するところの魂を見極めることが少ないのが、今の時代の傾向です。

			現在のような忙しい世の中では、心を静めて、よく考えなければならないのであります。

			　考えるには暇がいる。自分の一日の行為を反省して、暇を作り、よく考えることが大切なのです。

			　二番目は、精進波羅蜜ということであります。精進波羅蜜というのは、これは自分にとって良いことだと思ったら、それを怠らず、時間を見つけて、一生懸命その良い事を少しでも実行することをいいます。さきに述べた諸願成就鈔の中に、本当に素晴らしい、面白い精進波羅蜜の話があったことを覚えていられると思います。

			　次に忍辱というのがあります。瞋恚を押さえ、、怒りをおこさないということであります。如何に仏道修行をして立派な立場にあるという人でも、無暗矢鱈と怒りを露（あらわ）にするというのは、六度万行が完全に行われていないのであります。人に腹を立てない。そればかりか物にも腹を立てない。何かのものに足を打ちつけて、かっとなるなどということがないようにする。その修行は難しいことであります。

			　次は持戒ということです。持戒とは戒律を保つこと。自分の性質で間違いを起し易い処を常に反省する。余り自分が忙し過ぎる時は、心を静めて、ガタガタしないようにしなければならない。反省をして、それを戒めることが持戒であり、戒律を保つということであります。自分の欠点をよく認識して、なるべくそうならぬようにして、円満な人格を形成するよう、自ら反省し、努力することが持戒であります。人の為につくし度いと思ってやって見ても、考えが足らないばかりに、何時もそれが裏目に出るということは、よくあるものです。

			　世の中や教団の為になると思って、一生懸命に骨を折りましても、仏の戒めに従ってゆかないと、世の中の為にもならなければ、自分や家族の為にもならない。よくよく考えなければ、骨折り損のくたびれ儲けということになってしまいます。煩悩に満ちた心を取り除いて、自分の欠点をなるべく直して、円満な人間になろうと努力することであります。

			　最後の五番目は布施ということであります。施というのは、自分の力で他の人を救うということです。大乗の仏法の仏道修行の第一歩は、ここから始まります。大乗だ、大乗だといっても、利他の心がなければ、大乗といっても大乗ではありません。人間は互いに助け合って生きて行かなければならないのです。自分には、そのような事は出来ないと思い込みますと、自分が先ず救われない結果になるというのが仏の教えです。どんな人でも、この布施行が出来ないという事はないのであります。何故布施をするのかといえば、自分の慳貪の罪を消滅する為です。だから人の為にやるのは、やってやることではない。自分の心を治すことであります。貪りの心を消滅していくことが、この布施行です。布施の布は精神的に行きわたるということであり、施は、物質的恩恵を意味します。

			　第一に品物を人に施すのが財施であり、第二に人に深い仏の教えを説いて、間違いを糺（ただ）してあげるのが法施です。第三が無為施です。これは妙法の教えの六度の万行を信じて化他行をするとき、仏の功徳が自分にかえって来て、自然に自分の悩みが消える。これが根本の施です。色々な施がありますが、自分のようなものには施などは出来ないと思いがちですが、誰でも施は出来るものであります。品物を充分に持っている人は、そういう物で布施するのもよろしい。法義をわきまえたり、或いは物事に智恵のある人は、他人の足りないところを教え補ってやるのもよい。そして最後は、本当の仏の教え、妙法を信じて、それによって供養する事により、その功徳が自然に自分の眼に見え、或いは見えずに返って来る。わが心の中の悩みがきれいに消滅していくのであります。それが消えないのは、施が足りないからです。

			　日月燈明仏はこのようにしまして、初善・中善・後善の教えを説かれました。初めも中も後も、総て真実の教えから説かれました。この三通りの教えは、浅い人にも、中頃の人にも、高い機根の人にも、すべての人々にわかるように教えられたのであります。

			　すべての人々に行き亘るというのは、先程申し上げた通俗ということです。通俗という言葉は、やさしいことで、程度の低いことかというと、それは違うのであります。通俗とは、根本の真実を、如何なる者にでも理解できるように、教え聞かせるということなのでありまして、日月燈明仏は、そのように説かれました。これを一切種智というのであります。この一切種智というのは、仏様が、仏様になられたところの智慧であります。印度に生まれられたお釈迦様も、この一切種智を完全に修行されて、仏になられたといわれます。

			◇不変真如と随縁真如

			　さて、法華経序品に、日月燈明仏は、皆同じ名前で、次から次に出て来られて二万人の日月燈明仏が出現されたのです。そして、どの日月燈明仏も皆、同じように初善・中善・後善の法をお説きになられました。法というのは、法華経の法であります。憲法・民法・刑法等の法も、法と言いますが、法華経の元になっている教法は、法理といって、宇宙を貫く根本法則をいうのであります。

			　妙法の法の文字には、三つが全部含まれています。法律・規則・教え、それから宇宙の根本の法です。

			　燈明仏は妙法の法を、初めと中と後の三度に分けて説き明かされました。一言でいうと妙法であり、『一言の妙法』ともいいます。この法は非常に不思議な法です。その法は、法律であって、教えであって、宇宙を貫く根本の法でもあります。

			　妙法は、不変真如という目に見えない法則と、縁に随って因縁和合して、現象として出て来る随縁真如の妙法の二つの法からなっています。二万人の日月燈明仏が皆、初善・中善・後善と教えられた教えは、すべて妙法の一言に尽きるのであります。しかし最後の、諸々の菩薩に説かれたところの、後善の教えは、六度の修行であり、その五つは人間の生活の上で一番根本修行となるものであります。人間の悪の根本となるものを一言でいうと六蔽（ろっぺい）といいます。六つの覆い被さるものという意味であります。貪り、破戒、怒り、愚痴、怠け心、散乱心、こういうものが、いつも人間につきまとっています。法華経の譬喩品には、鷲やトンビや、ゲジゲジ、イモリ、二十日鼠などにたとえて、細かにこれを説かれています。そういうものをおさえて、消滅させていく………。立ちわたる身の憂き雲を払いのけるのであります。霊鷲山から吹きおろされる仏の教えの山風を、今の世もまげることなく、絶えることなく説き続ければ、六蔽の憂き雲は、吹き飛ばされるのであります。そして、妙心が現われるのです。

			　法華経神力品には、釈迦滅後、上行菩薩が、末法の世に出現するということが予言されています。明るい太陽が輝いて、闇を除くように上行菩薩が末の世に出現し、能く衆生の闇を滅ぼすのであると説かれています。滅後の未来世に、仏の教えをよく持つ人は、日月の光明が一切の闇を照らして輝やかすように、世間の衆生の迷いを救い、二万の日月燈明仏が教え続けられた六度の教えを、南無妙法蓮華経の智慧の一言に接し含めて、衆生を救われるという意味であります。このことが六百数十年、富士の門流にも、相伝し続けられていたのです。未来世の衆生は、この六度の教えを、わが心に照らしてみて反省し、多くの仏に報恩感謝する生活を、我が身も行い、精進し、多くの人にもすすめる一日一日を過すならば、我が身も、また、国土も、真に平和な境涯に近づくということが立正安国論にも書かれてあります。

			　日蓮大聖人は、このような二万人の日月燈明仏の誓願を、御自分の誓願とされて、世界及び人生を浄化したいという願いを立てられ、法華経を広められたのであります。

			◇開・観両鈔の教え

			　この事を一番大切な御書であります開目鈔と本尊鈔には、釈尊の法蔵、お釈迦様の教えを血脈相伝されたといわれる第十三番目の真言、華厳、諸宗の元祖であり、その本地は、法雲自在王如来の垂迹といわれ、竜樹菩薩が書かれた大智度論一千巻の一番肝心な言葉の中に、「妙法蓮華経とは、六度万行のことである」と説かれていると、その言葉を引証されています。

			　ところが、このことが、近代数十年間忘れかけられているのは、誠に悲しむべきことであります。

			　開目鈔のその部分には次のようにあります。

			◇具足の道を聞かんと欲す

			　『釈迦仏が七十二歳の時、マカダ国の霊鷲山という所で、大勢の人を集めて、教えを説かれました。初めに無量義経というお経を説かれたのですが、この無量義経の中で、今まで四十余年間の教えを要約した意味を説かれ、その枝葉に当る細かい教えは、全てこの中に包みこんで、四十余年間にはいまだ、真実の教えは顕わしてはいないのであると言われたのであります。

			　今まで、さまざまの教えを説いて来たが、これは方便の教えであって、まだ本当の心持を説きつくしてはいないのであると言われましたから、これを聞いた皆のものは驚いたのであります。教えを受けるために集まっていたところの菩薩や天上界のものや、人間界のものも驚いて、今まで本当の教えを説かれているとばかり思っていたのに、それが方便であって、本当の教えではないのならば、仏の本当の教えをお説き下さいと申し上げることになりました。

			　しかし、この無量義経では、真実の教えとはどのような教えかということは未だ明らかには説明されていません。真実のことというのは、これであるというように、たった一言説き出されたようですが、ほんのただ一言だけであって、明らかではなかったのであります。

			　無量義経の中に《無量義は一法より生ず》という言葉があります。この言葉の、そのたった一言なのであります。数限りない法理も、数限りない修行の道も、その根本はただ一つところから始まっているというのであります。自分の心が根本であって、心に根本的覚りが得られれば、それが本になって、他の全ての事物の理を覚ることも、善行を行う道も明らかになって来るのであるという意味であります。

			　しかし、その一法とは何であるかという説明が全くないのであります。そこで多くの人々が、これを知りたいと思ったのも当然のことでありましょう。この無量義経の、無量義は一法より生ずという言葉を教えられましたが、その一法の説明がないので全くはっきりしないままでした。

			　丁度、月が空に出ようとして、まだ、その本体は東の山に陰れているようなものであって、月が出かかっていますから、その光が映って、西の方の山も明るくなって来ていますが、月の本体が見えないので、ただ、その光だけが微かに現われているようなものなのです。月の本体がどのようなものであるかということが、全くわからないのです。

			　さらに続いて法華経の演説をされましたが、この法華経の方便品に、開三顕一ということがありました。開三顕一とは、三乗を開いて一乗を顕わすと続み、その意味は、三乗の教えである声聞乗と、縁覚乗と、菩薩乗のそれぞれに、別々に説かれた教え、あの日月燈明仏が、初善・中善・後善の三つに分けて説かれたあの三つの教えであります。その教えは、実は一乗という根本の教えから分けて、三乗の衆生に別々に教えられたものだったのですが、その教えは、全て根本の一乗の教えを基にして説き出されたもので、その根本は一乗の教えから流れ出したものであると、その根本の一乗をはっきり顕わして説かれたという意味であります。

			　言葉を変えて申しますと、これが一念三千の法門となるのであります。四十余年方便の教えから一歩進み、また無量義経の無量義は一法より生ずという言葉で、無量の四十余年の教えも、実はその根本は、一法から説かれたものであることがわかり、次に方便品の初めで、三乗の教えを開いて、一乗を説き顕わされたことにより、ますます、その根本が次第に明らかになって来たのであります。

			　しかし、この方便品の法門は、始めてのことでもありますから、たとえてみますと、時鳥（ほととぎす）の鳴き声を一声、寝ぼけまなこでぼんやりしている時に聞いたようなもので、鳥の声がしたと一瞬思いましたが、寝ぼけているので、はっきり聞き定めることが出来なかったようなものなのです。

			　また、月が半分出ては来ましたが、薄雲に覆われて、月の姿が充分見極められないというような有様なのです。そこで多くの衆生が仏の本当のお心持ちを、充分説いて戴きたいという望みを起しました。

			　そうして、舎利弗などが先に立って、天上界のものや、その他大菩薩達も同意させて、仏さまに向かって、どうぞ、もう少し詳細に説いて戴きたい旨をお願い致しました。

			　多くの天上界のものとか、竜神とかが、ガンジス河の砂の数程集っていました。みな仏に成ることの出来る道を求めている菩薩達が、八万人もいました。また、四方の国から集った徳の高い転輪聖王達も沢山いました。このような多くの者が、みな合掌して、《具足の道を聞かんと欲す》すなわち全ての教えが全部互具し、満足していて、仏の本当の心持が、全部説き顕わされている教えを、お伺い致したいと深くお願いしたのでありました。

			　この諸菩薩達が深くお願いした《具足の道を聞かんと欲す》という言葉でありますが、これは如何なる意味かといいますと、これを言い変えれば、妙法をお聞きしたいということであります。妙法とは、仏のお心に本当にお悟りになったところの教えであります。

			　この妙法を、梵語で言えば《薩達磨》というのであります。この《薩達磨》を種々説明した言葉がありますが、その解釈を掲げると次のようであります。

			　まず、涅槃経の中に《薩》とは《具足》という意味であるといっています。具足とは、全てのものが、その中に具（そな）わっていて、欠けるところがないという意味であります。この《薩》という言葉を中国の言葉に直して《妙》と訳しています。また、唐の時代の慧均（えきん）という人が書いた無依無得大乗四論玄義記という著書があります。この中には次のように言っています。

			　《沙》というのは、《薩》と書いても《沙》と書いても同じであるが、これを中国の言葉に訳せば《六》という意味である。また、胡法という印度の国の昔の習慣の上からいうと《六つ》は具足ということで、その意味は、全てその中に揃えられていて、欠けるということがないという意味となるのであるというように、種々に説明しています。

			　次に唐の時代の人で、吉蔵（きちぞう）という人が書いた法華玄論という書物があります。この吉蔵の解釈の中に、同じ言葉を説明して《妙とは翻じて具足となす》とあります。つまり、妙というのを、言葉を変えれば、具足という意味である。具足とは、完全で欠けるところがない。凡（すべ）てのことが、その中に具わっている意味であると言っているのであります。

			　次に、天台大師の法華玄義の第八巻にも《薩》とは印度の言葉で、これを中国の言葉に翻訳すると《妙》という意味になると説いているのであります。

			　次に、竜樹菩薩が著述した大智度論という書物があります。竜樹菩薩は釈尊滅後、その教えを受け継ぎ、世に弘めた付法蔵の一人でありますが、この付法蔵の十三代目を継承した人であり、また、真言や華厳の元祖ともなった人であり、法雲自在王如来の生れ変りとまで言われた人であります。また、真言の方では、竜猛菩薩とも呼ばれている人でありますが、この人の書いた大智度論の中にも《薩》とは《六》であると書いているのであります。この六というのは《具足》の意味で、全てのものが具わっているという意味であります。

			◇南無妙法蓮華経は六度満行

			　さて、妙法蓮華経という言葉は、中国の言葉に訳したものでありますが、これを印度の言葉でいえば《薩哩達磨分陀利伽蘇多攬》といいます。薩哩達磨は妙法、分陀利伽は蓮華、蘇多攬は経という意味であります。

			　次に、真言を支那に伝えた善無畏三蔵の書いた法華経の大事を伝えた肝心の文というのがあります。法華経の一番肝要な意味を、大変短い言葉の中に籠めて説いたと言われている真言という言葉があります。この真言という言葉は、覚禅（かくぜん）鈔という著書に出ています。

			　これを発音で書くと次のようになるのです。

			　「のーまくさんまんだぼだなん・おん・ああーあんなく・さるばぼだ・きのう・さきしゅびや・ぎゃぎゃのう・さんそば・あらきしゃち・さつりだるま・ふんだりきゃ・そたらん・じゃ・うん・ばん・こく・ばざら・あらきしゃまん・うん・そはか」　　　　　　　

			　これを訳すと《帰命普仏陀、如来の三身、開示悟入、一切の知見、虚空の如き性、塵相を離る、正しい法、白い蓮華、経（妙法蓮華経）、入、遍し、住する、歓喜、堅固、擁護、空、無相、決定成就》という字になります。

			　この意味を要約して見ると、「真理の主体と真智の霊体と、その二つを持って、現実の世界に救済者として、出現され、一切の仏の智慧をもって、衆生をして、開、示、悟、入せしめられ、虚空のように、全てを覆い、一切の迷いから離れて、限りない力を持ち、普く一切を救い、そして、一切の人の心を照らしていられる仏に帰命したてまつる。

			　その仏の説きたもう真実の（正しい）法の妙法蓮華経に遍く、安住し、歓喜し、これを堅く守り通せば、空・無相の仏の境界に立って、全てを導くことができるであろう。その人は仏と同じ智慧を具え、正しい仏の境界に到達して、あらゆる一切の人を救い、一切の人を教えるところの、大きな力を永く発揮することができる」という意味であります。

			　この真言は、南天竺の鉄塔の中に籠（こ）められていた大日経等に含まれている、深い心を現わしたものですが、これはそのまま、法華経の中に書かれている大切なことを説いたものに他（ほか）ならないのであります。

			　この南天竺の鉄塔の中から出て来たのは、大日経、蘇悉地経、金剛頂経などでしたが、その経文の中に、法華経の真実の言葉として、このように書かれてあったのですから、これらの大日経等も、法華経の中に含まれている真理の一部分を説き明したものであることが理解されるのであります。

			　この法華経の真言といわれるものに書かれている、前記の文の中の薩哩達磨（さっりだるま）という言葉は、正法という意味であります。薩は正であり、正とは妙のことであり、また、妙は正であります。正とは正法華経のことであり、妙とは妙法蓮華経のことであります。また、この妙法蓮華経の上に、南無の二字を置けば、南無妙法蓮華経となります。妙とは、具足という意味であり、六とは六度満行という意味であります。

			　法華経の方便品の時、諸（もろもろ）の菩薩達が、六度満行を具足することのできる修行の道をお教え下さいと、仏に願ったのはこのことであります。

			　具とは、十界互具ということです。足というのは、一界に十界が具わっているから、一つの界には、他の界が全部内在しているのであります。これは、即ち満足という意味を示したものです。

			　法華経の一部八巻二十八品六万九千三百八十余字、一一に皆妙の一字を備えていますから、三十二相八十種の相好を具足した仏陀が、この一字一字の中に、皆現われているということができるのです。十界の各々に皆、己れの界の仏界を内在しているのであります。

			　妙楽大師は、これを、さらに細釈して、十界の一つ一つに、仏界を内在するのですから、同じように、十界の一つ一つの界に、他の九界も全部内在しているのであると解釈しています。

			　およそ、仏陀がこの世に出現された理由は、全ての者が仏と同じような智慧を備え、仏の境界に到達できるようにしてやりたいと思われて、教えを説いたのでありますから、今、この具足の道を教えられることにより、その中に舎利弗も一闡提と言われた悪人も、含まれているのですから、仏が本（もと）菩薩の道を修行されている時から、衆生は無辺なれども、済度し尽したいという誓願を立てられ、そして一切の衆生を我が如く等しく異なることのないようにしてやりたいと欲せられた誓願が、法華経の具足の道を説くことによって、我が昔の誓願は、今満足した。そして世に出て来た目的は満足したのであると、説かれたのであります。

			　こうして舎利弗等は、この御法門を聞いて、私共は昔から、しばしば世尊の教えを聞き奉りましたが、未だかって一度もこのような深い上妙の法を、聴聞したことはありませんでした、と申し上げました。そして、最も重要な二乗の成仏ということと、久遠実成という二つの教えが、四十余年の後、法華経の教えを受けて、始めて聴聞できたことを、深く感謝申し上げたのでありました』

			　以上は開目鈔の具足の道と南無妙法蓮華経と六度満行との、三者の関係をお説きになった重要な部分の要約を解説したものであります。

			　このように六度満行の六とは、妙法蓮華経の妙であると説かれているのであります。しかもまた、その次に続いて、妙法蓮華経の上に南無の二字をおけば、南無妙法蓮華経がこれである。そして、皆妙法の一字は具足であり、六とは六度満行である。諸の菩薩の六度満行を具足するさまをお聞きしたいと願われたのは、これであると教えられたのであります。

			　このようにして、六度満行はそのまま一念三千であると、はっきり定められているのであります。これは開目鈔の最も大切な部分でありますが、これと全く同じことが、本尊鈔にも、またお示しになっているのであります。しかも、　「私に会通を加えれば本文をけがすが如し」とまで御指示になっているのです。その意味は、今まで掲げた数千年の仏教史上の有力な諸師や学匠が、妙法は六度満行であると口をそろえて解釈し尽されているのに、日蓮が、さらに南無妙法蓮華経は六度満行であると会通すれば、この人々の言葉をけがすようなものである。今さら説明の必要がないほどである。と、説かれているのであります。

			◇妙心は即ち法

			　日蓮大聖人の色心二法鈔の中には次のようにあります。たとえていえぱ、我等が生死というのは、日々に過ぎて行く日月と共に、生死はあるのであります。

			　東から昇り、そして西へ沈む太陽、あるいは月が昇り沈むという、過ぎ行く日月の運行と共に、我等が生死はあるのであります。その日月の運行する姿の中に、人生の生れるということと、死ということが、そのまま即してあるのであります。太陽が昇り、月が昇り、沈むということがなければ、我々が生れたり死ぬということはないのであります。日月と共に、我等が生死はあるのです。さすれば、この日月は、生死の本体であります。この日月について東西を弁え、昨日・今日をも分別し、十二時をも分かち、三十日を一ヵ月とし、十二ヵ月を三百六十五日と定められるのです。どんなものでも、この日月の昇り沈む、太陽が昇り太陽が沈む、月が昇り月が沈むという、この日々の所作を積み重ねて、昨日とか今日とかを分別して、十二時を分別し、三十日を一月とし、十ニヵ月、三百六十五日を一年とし、人は一歳年をとるのであります。これ等の世間のことも、前後を乱すこともなく、秩序正しく法則を失わずに行われるのであります。

			　太陽が行き、日月が行く姿が、明らかに我等の生死と、その生活と、社会全般の生活というものが整えられ、すべての順序が立てられ、親だとか子供とか、先祖だとか、そういう類別が総て、日月の運行から秩序整然と現われて、天然宇宙の山川草木とか、春夏秋冬のめぐり、あるいは木が成長し、種が地中から生えて、果実をみのらせるということは全てこの法則に基づいてあるのであります。前後を乱さず、理を失わず、この宇宙の法則、この天然自然、野原、山・川・草・木の姿、あるいは海の姿というものが基本となって、我等人生の秩序が成り立っていることが明らかでありましよう。

			　太陽の昇り沈みは、天然の法理である妙法の法則が実相（じっそう）となって表われたものであり、その東から昇り、西に沈む一日の中に、衆生の生死というものは、即してあるのであります。これらが、基準となって、社会一般の人間生活の規律が定められてくるのであります。

			◇日月妙相伝と一言摂尽の妙法

			　太陽や月が虚空に常住して、運行する姿は、根本真如の本性の妙の法理の影であり、体であり、その運転するところ、大きな力や作用や因果の法則や報いが現われていることを覚れば、我等生命の生死の本源は、日月に常に影を浮かべていることがわかるのであります。

			　御相伝書の中に、日月相伝ということがあります。一画、二画、三画、四画、五画、六画、七画、八画、九画、十画。これは《明》明らかという字であります。法華経の神力品の末文に「能く此の経を持たん者は、諸法の義、名字及び言辞において、楽説窮尽なきこと、風の空中において、一切障礙なきが如くならん。如来の滅後において、仏の所説の経の因縁及び次第を知って、義に随って実の如く説かん。日月のよく、諸（もろもろ）の幽冥を除くが如く、この人世間に行じて、よく衆生の闇を滅し、無量の菩薩をして、畢意して一乗に住せしめん。このゆえに、智あらんもの、この功徳の利を聞いて、我が滅度の後、この経を受持すべし。この人仏道において、決定して、疑いあることなけん」とあります。先程お話致しました神力品の文であります。

			　この文は、日蓮大聖人が、三大秘法の御本尊建立のよりどころの文証の一つとされた文であります。

			　太陽や月が虚空に常住し、運行する姿は、根本真如の本性の妙が、宇宙の根本法理となり、そして、宇宙を貫く不変・随縁真如の妙法となり、それが教えの妙法となり、それが規則・法規・法律というものを制定する基礎ともなって、段々と流れて来るということになります。宇宙の根本法則を妙法というのであります。だから、妙法の妙とは、明らかということです。先程の「日、月相伝」ということですが、その意味は、どういう意味かといいますと、明とは即ち妙であります。日と月の画数を合計すると十画の十になります。

			この字を「トゥ」と発音して読むと「兎」と「鴉」となります。鴉を太陽、兎を月のシンボルとして、相伝したものであります。これが先程の「日月明相伝」であり「日月明相伝」は「日月妙相伝」であったのであります。大聖人の不動愛染感見記という著述はこれを示されたものです。日月の運行するところは、明らかであり、「十（とう）」とは、完全円満具足の意であり、その法の根源は妙であるのであります。その運行するところ、大きな力や作用や因果の法則や報いが表われるのであります。如是相、如是性、如是体の妙から流れ出し、如是力、如是作、如是因、如是縁、如是果、如是報、如是本末究竟等の法というように、その宇宙の根本真如の妙から、ずーっと流れて来るのであります。それは次第に妙の法則、妙の教えとなり、法律、規則に流れて来るのであります。その作用が、如是力、如是作、如是因、如是縁、如是果、如是報、如是本末究竟等というのであります。

			　如是力から本末究竟等までの流れを、随縁真如というのであります。相性体の三を不変真如というのであります。妙法は即ち不変・随縁真如寂照なのであります。これを『一言の妙法』というのであります。この一言の妙法を心深くさとり、心得て、南無妙法蓮華経と唱え出すのが、口業に現われたところの『一言摂尽の妙法』というのであります。これが日寛上人の六巻鈔第五、当流行事鈔修行段の一番最後の結論とされているところの「今、会釈していわく、諸仏菩薩の定光三昧も、凡聖一如の証道・刹那半偈の成道も、我が家の勝劣修行の南無妙法蓮華経の一言に摂し尽すすものなり」と解釈されているところの、あの丑寅勤行の説明なのであります（富士の教義上巻二一四頁八行目よりを参照）。

			◇日蓮を恋しくおわせば

			　太陽や月が、虚空に常住して、運行する姿は、根本真如の本性の妙の法理の影であり、体であり、その運転するところ、大きな力や作用や、因果の法則や報いが、山川草木、非情・有情、そして人生の生死から、百般の生活へ、風俗・社会・法規等の全ての上に、現われているものであるということを覚れば、我等生命の生死の本源は、日月に常に影を浮べていることを知ることができるのであります。

			　この日月の恩恵を感謝し、一万九千九百九十九人の日月燈明仏が説き続けられ、最後の燈明仏が六十小劫の間、妙光菩薩に説き続けられ、徳蔵菩薩、求名（ぐみょう）菩薩、そして燃燈（ねんとう）仏と転伝され、説き続けられた『上妙の法』たる法華経を、再び日本国に出現された日蓮大聖人が、ただ、日本の衆生の苦の生死を救いたいという御一心から、北国の佐渡の国で、野中に捨てられ、雪に肌えをうずめられるような境界の法華経の精進波羅蜜を初めとし、六度の満行を具足の御生活があった時、人目を憚（はばか）って、夜中にひそかに、食をおくられたり、また、

			或時は国の御餐めさえも恐れずに、日蓮大聖人の身替りとまでなられようとされた方が、国府尼御前や千日尼であったのであります。

			　国府尼御前御書に、「日蓮を恋しくおわしせば、常に出づる日、タベに出づる月を拝ませ給え。何時とはなく、日月に影を浮ぶる身なり………」と書き、お送りになられたのは、この妙法の源から流れ出る仏の智慧が、出づる日、没する月の姿の中に、全て法の姿でおさまっていることを教え給われたのであります。

			　その前文に「赦免されて、鎌倉へ帰ろうとした時は、剃りおとして、髪こそないが、ない髪もうしろへ引かれ、足も前に出ぬ程の名残り惜しさであった」と書き送られているのは、日蓮の妙法ゆえの北国の修行を、日々の出づる日、没する月影に映じて見て、己れの日々の法華経の修行に励むべきことを、お諭しになられたものであります。

			　毎年来る二月十六日は、日蓮大聖人の御誕生の日でありますが、法華経の序品の中で、古い昔に、二万の日と月と燈明の如き、明るい光明のような仏の智慧を、幾度か説き始められた、日月燈明仏と妙光菩薩と、燃燈仏の誓願を誓願とし、再び末代の日本に生れて種々の六度の修行の中に、この世の燈明を掲げて、絶えることのない光明の火を灯し続けられた娑婆世界出現の日蓮大聖人のお誕生を祝って、私共が妙法を唱え、御報恩の誠を捧げることは、私共の身心の六蔽（ろっぺい）の闇を伏して、他にも光明を与えるという、真の信仰生活の出発点に立つ決意をする日でもなければならないのであります。（終）

			

			

			

			◎諸願成就鈔―五波羅蜜鈔―（原文）

			　日蓮大聖人　建長元年己酉　御歳二十八御作

			　第一に、むかし釈迦菩薩いまだ凡夫なりし時、尸毘（しび）王として檀波羅蜜を行じたまいし時、深く衆生をあわれみたもうこと父母の子を思う如く、衆生に万法を施こし、その心は清淨にして、一塵も惜しむ心なし。ここに帝釈は、その性を試みんがために、毘首羯磨天（びしゅかつまてん）を相語らいて、互いに変化（へんげ）す。羯磨天は鳩となりて王の懷に逃げ入る。帝釈は鷹となりて、尸毘王（しびおう）の前に飛下り、鷹は王に奏していわく、

			「今日の食たる、一つの鳩を追い逃がす。王のふところの内に隠し入れたり。返したまわらん」と。

			　王は答えていわく、

			「われは一切の衆生をあわれむ。衆生において偏頗（へんぱ）なく、慈悲をもって先となし、檀度（だんど）をもって行（ぎょう）となし、檀戒（だんかい）の行をこころざし、生ある者を殺さず。あえて与えじ」と。

			　鷹は重ねて言く、

			「われは衆生にあらずや。今日の食は定まれるものを、すでにみずからの食を奪われて、飢ええんこといかがせんや。慈悲平等の勤行ならば、王はいかでか、われが飢えをも、あわれみたまわざらんや」

			　その時に尸毘王は、誠に慈悲深くして、鳩の命をも相助け、鷹の飢えをも息（やすめ）んと、みずから股の肉を切割（さ）いて、もって鷹に与う。

			　鷹は重ねて言く、

			「王の肉はわずかに最小なり。鳩の分にあたわず。同じく等分に与えたまえ」と。

			　その時に尸毘王は、秤をもって校量（きょうりょう）し、鳩と肉とを懸け合わするに、ふしぎに鳩はなお重く、肉はことに軽し。また、左右の股の肉を加う。なお鳩の分量に及ばず。また肘（かいな）の肉を切り添う、なおもって及ばず。また背（そびら）の肉を切り、懸けるに、なおもってその分にあたわず。総じて一身の肉を切り、加うるに、肉は軽くして鳩の分量にあたわず。

			　その時に鷹は、尸毘王を責めて言く、

			「御身の肉は既に尽くれども、ついに鳩の分量にあたわず。今はただもとの鳩を返したまわらん」と。

			　王は答えていわく、

			「われ既に立ちどころに死すとも、鳩を返すべからず」

			　みずからの一身を与えて、もって、秤に懸けられんとしたもうに、筋（きん）たえ、力尽き果てて、倒（さかし）まにまろび地に伏しぬ。時に王は、みずから身を責めて言く、

			「今、わがこの苦しみは軽くして、一塵よりも少なし。将来、餓鬼道の苦患は、無量百千万億にして、須弥山（しゅみせん）よりも多からんに、何ぞこの身をあながちに、痛み惜しまんや」と。

			　倒れ伏しては起きあがり、ころび倒れては、また秤にとりつく。その心は塵ばかりも、ついに悔ゆる思いなし。

			　その時、大地大いに震動し、天より種種の花ふりて、諸天たちまちに影嚮（えいこう）し、檀施の功徳を讃歎す。鷹はもとの帝釈となり、鳩は毘首羯磨（びしゅかつま）と顕わる。

			　帝釈は問うて言く、

			「今この疵の苦しく、後悔多きや否や」と。

			　王は答えていわく、

			「更に悔る心なし。すべて、苦しみ痛む思いなし」

			　帝釈またいわく、

			「その証拠いまだ顕われず、あに、信ずることを得べけんや」

			　王また答えていわく、

			「もしこれ虚妄の説ならば、わが身の疵は愈（い）ゆる義なからん。もし実の誓いならば、これすなわち平愈せん」と。

			　この誓いを致す時、王の疵たちまちに平復し、速やかにもとの身の如く成りたもう。

			　これを釈迦菩薩のむかしの檀波羅蜜とは言うなり。（布施波羅蜜）

			　第二に、むかし国王あり。須陀摩王（しゅだまおう）と名づく。または普明王という。戒波羅蜜のゆえに、あえて一生妄語（もうご）せず。ある時、城の外に遊覽のため、車に乗りて門を出（いず）るに、乞食（こっじき）の沙門出で来たりて、普明に奏していわく、

			「われ飢渇（けかつ）に責められて、命奪われ助かるべからず。施戒（せかい）平等の大王よ、悲田（ひでん）のわれに施したまえ」

			　王は直ちに言く、

			「われはすでに宮を出ず。帰りて汝に施行（せぎょう）せん」と告げおわりて出でたもう。

			　遙（はるか）なる園林に心を楽しめて、遊戯（ゆうけ）するに、鹿足王（ろくそくおう）の空より飛び来りて、普明王を直ちに召し取らえ、七重の牢に押し籠め、もとより召し取る処の、九百九十九の王の中に籠め置く。すでに一千人に満足しぬ。皆一度に召し出して首を切らんとす。中に普明一人、ことに悲歎し、涙を流すこと雨の如し。

			　鹿足は普明に対していわく、

			「汝は刹利姓（せつりせい）の者なり。何ぞ、愚かにひとり命を惜しまんや」

			　普明は答えていわく、

			「全くわれ命を惜しまず、ただひとえに戒門を守るなり」とて、つぶさに上のことを宣べ、

			「尸羅波羅蜜を修行して、生れてより以来（このかた）あえて一言も妄語（もうご）せず。然るに今日、城を出ずる時、一人の沙門に対して、帰りて汝に施行せんと告げおわんぬ。今、不慮に捕らわれて汝がために死（ころ）されなん。われ徒（いたず）らに命を沒（ぼっ）して、施願（せがん）を満ぜざらんことを悔ゆ。全く命を惜しむにあらず、ただ虚妄の罪を歎くなり」

			　鹿足王これに感悦して、

			「実にしからば、今汝に七日の暇（いとま）をゆるすべし」と。

			　普明は大いに悦（よろこ）びて、再び王宮に立ち帰り、百千万億人を催して、乞食の沙門を集めて、みずから宝蔵を開きて、七宝を施行す。檀波羅蜜のこころざし怠（おこた）ること無し。その後、太子に国を譲り、位を与えて、七日おわりて既に鹿足の処へ趣く。

			　ここに太子、婦人を初めとして、諸臣万民に至るまで、悲歎のあまりに袂に取りすがり、面面に涙を流して奏していわく、

			「われら、かねて知らずして、前（さき）に君を奪われぬ。天命いまだ尽きず、今またここに還りまします。官軍を一処に集め置き、城を防ぎ、われら命を軽んじて王を守護し奉らんに、なんの恐れかあるべき。哀れ願わくは大王よ、安穏に住しましませ」と。

			　その時に普明のいわく、

			「われ、正直の誓戒正しきゆえに、すでに七日の寿命を延べ得て、また本願をも成じぬ。更に生死を恐るることなし。何ぞ天慮（てんりょ）をもかえりみずして妄語をなさんや。正直はこれ上天に昇る橋なり。虚妄はついに三途に墮する因なり」とて、更に承引（しょういん）せずして、鹿足の所に至りぬ。

			　鹿足は、はるかに之を見て、大いに称美讃歎す。

			「実に汝虚妄なし。生あるものは命を惜しむ、命は第一の宝なり。汝は真実の善者なり。われ、あに、汝が功に劣らんや。汝はわが知識なり、汝を永く免（ゆる）すなり」と、普明の正直を随喜して鹿足は邪見を改め、早く正心に住して先罪を懺悔す。普明一人を免すのみならず、もとの九百九十九人の諸王をも皆、悉くゆるしぬ。その時、諸王は大に歓喜して、普明を讃じて言く、

			「よきかな、よきかな、普明王よ。一人の善戒によって一千人を相助け、また邪見の王を改めて、菩提心に住せしむ。誠にわれらが善友なり」

			　これより一千人の諸王は、共に修行して戒波羅蜜を持（たも）ち、菩提の道を願楽（がんぎょう）す。

			　これ釈迦菩薩の尸羅波羅蜜なり。（戒波羅蜜）

			　第三に、せん提（せんだい）波羅蜜というは、これ天竺の語なり。唐には忍という。

			　むかし一りの仙人あり、その名を忍辱という。独り林中に処して、忍波羅蜜を修行す。その時の王を訶利（かり）大王と名づく。邪見（じゃけん）熾盛（しじょう）にして放逸に、ことに殺生を先とす。ここに夫人、采女を引具（いんぐ）して、ともに彼の園林に遊宴す。訶利王は戲（たわむ）れ疲れて、しばらく樹下に睡眠したもう。その間（ひま）に夫人、采女等諸共（もろとも）に遙かに花に遊覽し、林の奧に尋ね入るに、一りの仙人の住処あり。みなかの禅室に群集す。仙人これがために種種に教誡を宣ぶ。

			　時に訶利王、眠りさめて、夫人と采女を尋ねるに無し。遙かに仙人の室に尋ね入る。王は大いに瞋り、色を変じて、逆鱗（げきりん）し、刀を拔き馳せ入りて、すなわち仙人に向っていわく、

			「汝はこれ何者なるや」

			　仙人答えて言く、

			「われは、忍辱（にんにく）仙人なり」

			　王また問うてていわく、

			「汝は何をもって業とするや」

			「忍波羅蜜を修行す」

			　王また重ねて問わく、

			「汝、欲界の煩悩を離れたるや」

			　仙人答えていわく、

			「いまだ煩悩を尽さず」

			　王、殊更（ことさら）に瞋（いか）っていわく、

			「汝、忍辱を修行せば、一の臂（ひじ）を出すべし」

			　仙人、左の臂を指し出す。王、刀をもって切落す。

			　また問うてていわく、

			「汝、何を行とするや」

			　なおまた答えていわく、

			「忍波羅蜜を行とす」

			　王また瞋って右の臂を切落す。乃至（ないし）、耳・鼻・手・足を切り落す。仙人は手足耳鼻（しゅそくにび）みな切られて、血は地に散ずるを、王見たまいて、瞋恚ようやくさめぬ。

			　仙人は王に告ぐ、

			「胴体なお残れり、何ぞ、また切らざるや。われ、いま王のために横（ほしいまま）に、かくのごとくに切られ、われ一念も瞋らず、また恨むる心なし。願わくば、この結縁によって、われ成仏せん時、済度利生（さいどりしょう）の初めには、まず汝を利益せん。もし、われ妄語を誓わば、この疵ついに愈（い）えじ。もし真実の願いならば、自然に平復せん」と。誓いおわりぬれば、その疵もとの如く平愈す。これまた釈迦菩薩の忍波羅蜜なり。（忍辱波羅蜜）

			　第四に毘梨耶（びりや）波羅蜜とは、これ天竺の語なり。唐には精進という。一切の善行を致すに、須臾（しゅゆ）刹那（せつな）も懈怠（けたい）なく、常に心を励まして、勤行精進せしむる、これを勇猛精進とす。懈怠を治する功徳なり。

			　念力しばらくも息（や）まず、これを精進と名づく。いわゆる火を切らんに、しばらくも止（や）まば、火を得ること難からん。あるいは、水を游（およ）ぐに、しばらくも手足をやすめば、渡ることまた難からん。

			　むかし、波羅奈国に一りの太子有り、大施（たいせ）太子と名づく。宿善（しゅくぜん）内（うち）に催（もよ）おし、道心堅固にして、外に慈悲を起し、あまねく衆生を哀れむ。常に山野、江海に出で遊んで、殺生の業を相見ていよいよ慈悲の志深し。

			　しかるに、あるいは人の食のために生きたる羊の血をしぼり、あるいは、畜食のために、生き狗（いぬ）の皮を剥ぐ。かくの如く苦労し、放逸（ほういつ）邪見のわざあり。太子は諸（もろもろ）の業人（ぎょうにん）に問うて言わく、

			「かくの如き殺罪は何らのためなるや」

			　諸の業人の答えて言く、

			「ひとえに衣食と資生（ししょう）のためなり」

			　太子は大いに悲しみ泣きて、王宮に立ち帰り、わが持（たも）つところの宝をあまねく人民に施す。太子の宝尽きて、王の宝を施さしむ。時に諸臣大いにさわいで、これを国王に奏聞す。その時太子止みたまわず。衆生のために、身を捨てて、竜宮城に趣むく。

			「われ聞く、海中に無上の宝あり、これを如意（にょい）宝珠と名づく。その用（はたらき）万宝を雨（ふ）らし、衆生の楽（ねがい）を満足せしむと。われ彼処（かしこ）にて竜王に玉を請け取り、衆（もろもろ）の宝をあくまで衆生に施さん」と。一りの神仙に語らい、五百余人を引卒して、弘誓の船に取り乗り、念力の船師に身を任せて、命を軽んじ、願いを重んじ、多くの時節を送りて、ついに竜宮の辺（ほと）りに至れり。

			　あるいは金沙の浜をゆき、あるいは銀山の峰を見る。青蓮の池のみぎわには、青毒の霊蛇まとい、珠供（しゅきょう）の橋のもとには玉竜あり。太子は、一人進んで守門の竜衆に礼をなし、かけ橋を渡りのぼり、霊樓（れいろう）の辺りにたたずみ、善竜神に対してつぶさにことを奏す。

			　竜王は大いに驚いて、

			「誠に、得通（えつう）の者に非ずんば、誰かこの海城に来たらんや」と、白女（はくじょ）太子を請じ入れ、くわしく志願を尋ねたてまつる。

			　太子答えていわく、

			「われはこれ中天竺、波羅奈国の王子なり。独り、衆生を済度せんがために、精進波羅蜜を修行す。行力ここに通じて竜宮城に到れり。願くは如意宝珠を賜わりて、あまねく宝を衆生に施行せん」と。

			　竜王は太子の慈心を歓喜して、七日、太子を留め置き、もてなして、後に宝珠を奉り、竜王の神力を顕わして、須臾（しゅゆ）に本土に還したてまつる。太子無価の玉を得て、衆（もろもろ）の宝を雨らさんと誓う。

			　時に大海の諸竜は驚動し、竜王の前に群集して、大いに歎いて奏聞す。

			「如意宝珠はこれ竜宮第一の宝なり。われらが貴宝なり。三千界の中にも、これに過ぎたる宝なし。何ぞ人中に留めんや」と。この宝を取らんとて、諸竜は人に変化（へんげ）して、太子の睡眠のひまを得て、ついに如意宝珠を取り返し、もとの竜殿に納め奉る。

			　太子は睡（ねむ）りさめて、玉を求るにかってなし。大いに驚きて、すなわちこのことを覚悟し、安からぬことに思いて、太子一人、大海の辺りに趣き、喚（さけ）んでいわく、

			「もろもろの竜神よ、たしかに聞け。大諂曲（てんごく）の竜王なり。ただいま玉を返さずんば、たちまちに大海の水を汲んで、竜宮を露わになすべきなり」と。

			　その時に、海神は一度に叫び笑って、太子を嘲りて言わく、

			「金山は朽失するとも、大海は乾かしがたし。たとえ天地を心に任すとも、誰か大海を干さん。多塵劫を経るとも、いずれの時にか尽きる期（とき）あるべき。もし、この国の海を移しては、またいずれの海にか納むべき。多生曠劫（こうこう）を送るとも、あに乾かすことあらんや」と。

			　しかれども太子は、なお退屈の思い無くして、重ねて言く、

			「生死の海は尽し難し、われ今これを尽さん。無明の煩悩は尽し難し、われいまこれを滅尽せん。無辺の衆生は度し難し、われなお度せん。菩提の道は得難し、われ、またついに成就せん。いわんや、有為の海水のいかでか尽す義なからんや。骨肉の命は尽きるとも、この願力は懈（おこた）らじ」とて、太子は海のはたに立ち望み、蛤のからを手に持ちて、独り大海をかえたもう。たとえこの生に尽きずとも、生生（しょうしょう）世世（せせ）懈怠せじと。かくの如く誓願して、昼夜七日を経たまえり。

			　その時に梵王、帝釈、自在天は、かの振舞を証覧（しょうらん）し、その願力を歓喜して、いざや力を合わせんとて、おのおの下界にくだりたもう。

			　欲色二界の諸天も下りて、太子に与力して、面面に海をかえたもう。三十三天、四天、毘沙門天を先として、迷盧（めいろ）八万の底に入り、大海の潮を汲み上げて、遠く空中に投げあぐ。諸天は空にて受け取りて、大鉄圍山の外にやる。かくの如く転転して、人天ともにかえ干す。大海の潮は半ばに減じ尽し、竜宮もあらわなり。

			　海竜、竜神は天を仰ぎ、竜王大いにさわいで、たちまちに宝珠を取り出し、再び太子に奉る。所願成就して、万宝を飽くまで衆生に施したもう。

			　これを釈迦菩薩のむかしの精進波羅蜜というなり。（精進波羅蜜）

			　第五に禅波羅蜜というは、むかし座禅入定の人あり。尚闍梨（しょうじゃり）仙人と名づく。独り静室（じょうしつ）に入りて、久しく禅定（ぜんじょう）し、心身動ぜずして、遙かに数日を送れり。飛鳥これを見て株（くいぜ）の思いをなす。時に、鳥の雌雄飛び来って、彼の仙人の髻の中に栖（す）をくいて、ついに子を生み育つ。その時仙人、定（じょう）を出でこれを思うに、もし頭を振り身を動かさば、彼のかいこ（卵）は地に落ちて砕けなん。また親鳥も来たりて温（あたた）めじと。かくの如く思惟して、またもとの定に入れり。

			　その後、鳥の子生長して、翼生じ、四方に飛び去れり。

			　これを禅波羅蜜と申すなり。（禅波羅蜜） 
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